
資料紹介 関西日仏学館 (京都) に関する資料

――戦前の文化活動を中心に――

藤 野 志 織＊

は じ め に

関西日仏学館は，1927 年 10 月に京都の九条山に開館したフランス政府公認の教育・文化機

関である (図 1)。1927 年 2 月まで駐日フランス大使を務めたポール・クローデルの主唱のも

と，実業家・貴族院議員であった稲畑勝太郎を中心に関西の財界人の後押しを受けて創立され

た。1936 年 5 月に京都帝国大学の隣，吉田泉殿町の新館に活動の拠点を移し，戦争の災禍を

被りながらも，今日に至るまで日仏交流の拠点として重要な役割を果たしてきた。

そして，2015 年に発足した京都大学人文科学研究所のみやこの学術資源研究・活用プロ

ジェクトの一部門である「京都における日欧文化学術交流史」(2023 年より人文情報学創新セン

ター「近現代史料研究セクション」として再編) は，これまで関西日仏学館の資料コーパスの構築

を目指し，調査を進めてきた。資料は一部学館に所蔵されているものの，その大部分はフラン

スの外交文書館に保管されている。よっ

て，学館所蔵資料の調査と並行して，パ

リ郊外のラ・クルヌーヴおよびフランス

西部のナントにある二つの外交文書館に

通い，資料の撮影と目録化を行った。ま

た，学館関係者の遺族を訪ね，時には

ニース，ブールジュ，ラニオンまで足を

延ばし，資料収集とインタビューを行っ

た。最近の調査では，学館と関係の深い

東京の日仏会館には未発見の資料が多く
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図 1 関西日仏学館 (1927 年)



保管されていることがわかった。

このように学館に関する資料はあちこちに散逸しており，資料の種類 (文書，写真，証言，遺

品など) も，その性質 (公的なもの，私的なもの) もさまざまである。そのため，データの整理

を終え，一般公開に至るまで，まだ数年かかることが見込まれる。よって本稿は，経過報告を

兼ねて，学館館長の紹介 (1927〜1953 年)，および学館，日仏会館，独逸文化研究所における戦

前の文化プログラムの紹介を行う。というのも，本プロジェクトの成果は折々学術研究に役立

てられてきたが，そのなかで，館長がどのようなキャリアを持つ人物であったのか，学館の支

柱であった文化事業は具体的などのような内容であったのかについては，必ずしも詳かにされ

てこなかったためである。よって，この欠如を補い，往時の学館の活動をより立体的に浮かび

上がらせることが本稿の狙いである。とはいえ，「学術研究」と肩肘を張らずとも，写真を眺

めながら，京都に吹いたフランスの風を少しでも感じてもらえるなら，これ以上嬉しいことは

ない。

最後に，調査に快く協力し，貴重な資料を提供しくださったドニ・リュエラン氏，ジョジ

アーヌ・リュエラン氏，エリザベス・リュエラン氏，セヴリーヌ・マイヨ氏，フランソワ・

シェール氏，ベルナール・トマン氏，山田稔氏に心より感謝を捧げたい。

関西日仏学館の館長たち

1．フランシス・リュエラン (1927年 10月〜1930年 12月)

学館の初代主事となったフランシス・リュ

エランは，フランスで地理学と歴史学を修め

たのち，フランス外務省の指令を受け，東京

の日仏会館に派遣される (図 2)。クローデ

ルを助け，関西日仏学館の設立に尽力すると

ともに，東京帝国大学の地理学者山崎直方の

下で「日本の地理」の研究に従事する1)。

1926 年から 1931 年にかけて，日仏会館およ

び学館において講義を行い，東京帝国大学，

台北帝国大学 (台湾)，そのほか東京，京都，

大阪，神戸のさまざまな機関で講演を行った。

また，朝鮮，満州，中国北部へ調査に赴いて

いる2)。彼の仕事が地図の作成と関わるだけ

に，こうした精力的な活動は特高警察の注意
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図 2 日仏会館のテラスにて。右から二人目がフラ

ンシス，三人目がアネット (1926 年 3 月)



を引き，1930 年には「要注意外国人」としてマークされることになる3)。

リュエラン個人が軍事的・政治的な意図を持って研究を遂行したとは思えないが，フランス

政府からの依頼によって調査が行なわれたとする資料も残っており4)，第二次世界大戦へと落

ち込んでいく時期であるだけに，地理学の仕事は極めてセンシティブな問題を孕んでいたと言

える。彼の研究は，フランス帰国後，博士論文としてまとめられ，1940 年に『関西 (Le

Kwansai)』と題して刊行された。800 頁以上，184 枚の図版，52 葉の写真を盛り込んだ極めて

浩瀚な研究書である。「フランスで一番重たい地理の本」と冗談混じりに語られたというエピ

ソードも残る5)。

フランス帰国後も，リュエランはパリの高等教育機関で教鞭を執るだけでなく，アメリカ合

衆国，ハワイ諸島，満州，シベリア，中南米で調査を行うなど旺盛に活動した。1941 年より

ブラジル大学哲学科教授として地理学を講じ，1956 年 12 月までこの地に留まった。特筆すべ

きは，ブラジル遷都に際して，1947 年にブラジル連邦より，候補地選定調査団のリーダーに

任じられ，これを指揮したということである6)。

このように，リュエランは文字通り国境を越え，あちこちに大きな足跡を残してきた。しか

し，その業績が彼一人の力によって成し遂げられたものでないことにも，やはり注意を促して

おく必要があるだろう。ここで紹介したいのは，彼の生涯の伴侶であったアネットの存在であ

る。関西日仏学館の事業に関しても，女子部を創設し，女子生徒を受け入れる基盤を築いたア

ネットの功績は無視できない (図 3)。

アネット・リュエラン (旧姓：Scheer，ドイツ語名：

Anna Margaretha) は，1902 年にストラスブールの教養

あるブルジョワ家庭に生まれ，青春時代をドイツ占領

下のアルザスで過ごす (図 4)。遺族によると，のちの

夫となるフランシスと出会ったのは，1918 年 12 月 8 日
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図 4 少女時代のアネット図 3 女子部の生徒とアネット



から 9日にかけて行われた，アルザス・ロ

レーヌ解放を祝う祭りであったらしい (図

5)。アネットは大学進学を目指して勉学に

励んでいたが，1921 年にフランシスと結

婚。進学を断念し，若き地理学者であった

フランシスの研究を手伝うようになった。

このように書くと，「内助の功」という表

現を想起する方も多いかもしれない。しか

し，フランシスの名前でなされた仕事の大

部分は，実際のところ，アネットと二人の

「デュオ」であったというドニ・リュエラ

ン氏の言葉は，まさに二人の関係の本質を

ずばり射るもののように思われる (図 6)。

アネットは自らも筆を執った。単著とし

て『アルザス，抵抗の地 (Alsace, Terre de la résistance)』(1944)，フランシスとの共訳書として

『ブラジルの類型と諸相 (Types et Aspects du Brésil)』(1957) がある。ブラジルで刊行された

『アルザス，抵抗の地』の最終章では，執筆当時ナチスの占領に苦しんでいたフランスと，少

女時代のドイツ統治下のアルザスが重ねられ，まもなく訪れる解放に希望を抱かせる記述がな

されている。これは，故郷フランスから遠く離れたブラジルに身を置くアネットの，ささやか

な「抵抗」として読むこともできるだろう。

また，幼少期を日本で過ごした長男クロード・リュエラン氏の遺族が保管する写真のなかに
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図 5 中央でアルザスの民族衣装に身を包んだ女性がアネット，

その左隣がフランシス (1918 年 12 月)

図 6 関西日仏学館の庭にて。リュエラン夫妻の間に

いるのは長男クロード (1927 年 11 月)



は，京都画壇を代表する画家竹内栖鳳との交流を示す一枚や (図 7)，フランスという国が当

時いかに多くの女性を惹きつけたかを窺わせる一枚 (図 8) が含まれており，こうした写真群

の分析を通して，文書として残らない当時の様子や交友関係が徐々に解明されることが期待さ

れる。
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図 7 前列中央に竹内栖鳳。後列左端に，リュエラン

夫妻の通訳を務めた宮本正清

図 8 九条山にて。二列目にリュエラン一家と宮本正清の

姿がある



【略年譜】

1894 年 9 月 30 日，ブルターニュ地方の街レンヌ (Rennes) に生まれる

レンヌ大学で学士号取得 (歴史・地理学)

パリ大学で教授資格取得 (歴史・地理学)

1916 年 8 月

〜1919 年 9 月 従軍

1921 年 Annette Scheer と結婚

1923〜1924 年 カンペール高校教員，海軍兵学校地理学教授を歴任

1925 年 外務省に出向。東京の日仏会館研究員に任命される

長男Claude 誕生

1926 年 リュエラン一家来日

比叡山でフランス語講座を開くことを提案

駐日フランス大使ポール・クローデルより，日仏文化協会および関西日仏学館

の設立準備を任される

1926 年 2 月

〜1927 年 3 月 東京の日仏会館研究員として研究に従事

1927 年 10 月 22 日，関西日仏学館が九条山に開館。初代主事となる

1930 年 12 月 28 日，学館主事を辞任

その後，妻子とともにフランスへ帰国

1940 年 パリ大学へ『関西 日本の一地域の地形学的研究』と題する博士論文を提出

文学博士号を取得 (地理学)

1975 年 10 月 3 日，ブルターニュ地方ラ・リシャルデ (La Richardais) にて死去

【主要著作など】

Francis Ruellan, La décomposition et la désagrégation du granite à biotite au Japon et en Corée et les formes

dumodelé qui en résultent, Librairie Armand Colin, 1931.

Francis Ruellan, Le Kwansai, Tours: Arrault, 1940.

Léopold Berthois, Francis Ruellan, Le Rôle des nappes dʼeau pluviale ruisselante dans le modèle du Brésil,

Laboratoire de géomorphologie de lʼÉcole pratique des hautes études, 1952.

Francis Ruellan, Photogrammétrie et interprétation de photographies stéréoscopiques terrestres et aériennes,

Masson et Cie, 1967.

2．ジョルジュ・ボノー (1930年 12月〜1932年 3月)

ボノーについて記述しようとして覚える戸惑いは，リュエランの業績に対して抱く驚きと別

種のものだ。その最大の焦点は，フランス象徴主義研究から日本詩歌研究への鮮やかな転身で

ある。彼は哲学，古典文学の学士号をそれぞれ取得した後，28 歳の時，ソルボンヌ大学で文

学の博士号を授与されている。博士論文は象徴派の詩人アルベール・サマンを主題とするもの

であり，この時フランスで一番年少の文学博士であった7)。
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その後フランス外務省により，日本に派遣され，九州帝国大学で教鞭を執ることになる。堀

口大學によれば，ボノーが日本の詩歌に興味を抱き始めたのは，着任してまもない頃のことで

あった8)。ある時土地の農民が歌うのを耳にして，意味は一向にわからないながらも，音律の

みを聴いて，日本の歌謡とフランスの詩歌は技法においては同一の基礎を持ち，同じ感性に訴

えかけるものであると気付き，比較研究に着手したものらしい。ただし，こうした発想に基づ

く研究は未開拓であったから，文献に頼ってばかりいるわけにはいかなかった。1926 年から

32 年にかけて，ボノーは学生 1 名を助手に連れて，北海道を除く日本全国を行脚し，農民か

ら都々逸を採集した。加えて九州全土にわたって民謡を採集し，これを学問的に分類した。こ

れはのちに「日本民俗学の詩的表情」として発表される9)。原作のリズム，頭韻法，類音法を

尊重したボノーの訳業を堀口は絶賛しており，詩人クローデルも，ボノーの研究に依拠し，

『都々逸 (Dodoitzu)』(1945) を上梓した10)。

ボノーの研究キャリアを一層興味深いものにしているのは，京都帝国大学文学部で博士号を

得ていることである。提出した論文「里謡と民謡」，「古今集紀貫之の序」および「日本詩歌に

接近する方法について」，またその日本語研究の業績全体が評価され，1934 年に帝国大学日本

文学博士の称号を得ている。フランス人に対する初の授与であった11)。つまり，趣味が高じた

レベルではなく，彼の研究は日本の正統なアカデミズムに組み込まれているのである。

そして彼の日本への情熱は，翻訳や研究に留まるものではない。自らが投宿した九州の旅館

の女将から聴いた話に基づき，1934 年にフランス語の小説『三福，或は伝統の日本 (Aux trois

bonheurs, ou le Japon de la Tradition)』を発表12)。フランス主要紙各紙で多くの作家・批評家から

高く評価され，ゴンクール賞に推されたという13)。

よって，彼は日本に留まることを強く望んでいた。1937 年に 3 代目館長ルイ・マルシャン

の後任の選定に際しても，自ら名乗りを上げている。ポストを得るために，駐日フランス大使

シャルル・アルセーヌ・アンリを訪問するなど手を尽くした。しかし大使側では，稲畑らの要

請もあり，当時の学館内外の権益・派閥問題を解消するべく，京都市や大学とのしがらみのな

いまったく新しい人選を理想としていた。ボノーは，その知的功績の大きさは認められていた

ものの，学館が必要としたのはむしろフランス語教育者としての適性であった。またマルシャ

ン派の反発など，さらなる問題が懸念されることと，ボノー夫人がロシア系であったことなど

から，当時の日本の反露感情を顧慮し，再任は見送られることとなった14)。

1939 年 2 月にフランスへ帰国した後の足取りは杳としてわからないが，著述活動は続けて

いた。例えば，菊池寛が序文を書いた『現代日本文学史 1868-1938 (Histoire de la littérature

japonaise contemporaine 1868-1938)』(1940)，藤田嗣治の未発表のデッサンを 2 葉収録した小説

『蜂蜜のように甘く，月は東に輝く (Douce-comme-le-miel ou la Lune brille à lʼEst)』(1962)，安部

公房『砂の女』の仏訳 (1967) などがある。フランスの日本詩歌の受容および，日本の象徴主
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義の受容に新たな光を当てる人物であることは間違いなく，この点については稿を改めて論じ

たい (図 9)。

【略年譜】

1897 年 1 月 15 日，現ヌーヴェル=アキテーヌ地方ヴィエンヌ県サン・シール

(Saint-Cyr) に生まれる

1914 年 ラテン語・ギリシャ語・哲学のバカロレアに合格

1915 年 学士号取得 (哲学)

1916 年 1 月

〜1919 年 従軍

1919 年 ナンシー大学で語学・古典文学の学士号取得

高等師範学校入学試験合格，学士奨学金取得

1925 年 ソルボンヌ大学で博士号取得 (文学)

1926 年 外務省に出向。日本での任務を負う

1926 年 10 月

〜1929 年 10 月 九州帝国大学教授

1930 年 4 月

〜1932 年 3 月 京都帝国大学教授

1930 年 12 月 29 日，関西日仏学館主事に就任

1932 年 3 月 31 日，学館主事を辞任

1932 年 5 月

〜1939 年 2 月 東京の日仏会館研究員として研究に従事

1934 年 京都帝国大学文学部に提出した博士論文が受理される

帝国大学日本文学博士を取得 (文学博士)

1938 年 外国人初の文芸家協会名誉会員となる

日本文学を外国に紹介した功労と，日仏翻訳協定成立に尽力した点を評価
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図 9 館長時代のボノー (前列右から四人目)



1939 年 2 月 神戸出帆のフェリックス・ルーセル号にて，フランスへ帰国

1972 年 12 月 13 日，パリにて死去

【主要著作など】

Georges Bonneau, Albert Samain: poète symboliste, Mercure de France, 1925.

Georges Bonneau, « Collection Yoshino », tome 1-10 plus deux suppréments, Libr. orientaliste P. Geuthner,

1933-35.

Georges Bonneau, Aux trois bonheurs, ou le Japon de la Tradition, Librairie Plan, 1934.

Georges Bonneau, Anthologie de la poésie japonaise, Libr. orientaliste P. Geuthner, 1935.

Georges Bonneau, Histoire de la littérature japonaise contemporaine (1868-1938), Payot, 1940.

Georges Bonneau, Douce-comme-le-miel ou la Lune brille à lʼEst, Fayard, 1962.

3．ルイ・マルシャン (1932年 4月〜1939年 3月)

マルシャンは外国語教授法の分野で名を成した人物である。学習者の母語を介さない直接読

解やリスニングを重視したマルシャン式教授法で知られる。そして，そのスタート地点はドイ

ツ語教育であった。ドイツ統治下のアルザスに生まれ，幼少期を過ごしたマルシャンにとって，

ドイツ語教育は切実な問題関心だっただろう。中学進学にあたりパリに出て以来，地道に勉学

を重ね，1906 年にドイツ語の大学教授資格を取得。1909 年にはマルシャン式教授法によるド

イツ語の教科書を著している。執筆と並行して，さまざまな教育機関でドイツ語を教え，戦時

下では軍の通訳官を務めた。1923 年から 25 年にかけ

て大阪外国語学校にフランス語・ドイツ語教師とし

て招聘され，大阪高等学校と第三高等学校でフラン

ス語を教えている15)。

マルシャンが館長を務めた 7 年間は，学館が最も

旺盛に活動した，華やかな時期であった。とりわけ，

吉田の新館に移転した 1936 年 5 月以降は生徒数が増

え，授業プログラムも再編され，活動はより活気あ

るものになった。1990 年代に入るまで，館長は学館

に住むのが慣例であり，この引越しはマルシャン夫

妻にとっても心躍るものだったに違いない。しかし

一方で，ひと度バルコニーへ出れば，正面にナチス

の旗が翻る獨逸文化研究所を見ないわけにはいかな

い (図 10)。アルザスで育ち，ドイツ語教育で身を立

てたフランス人マルシャンが，こうして京都でドイ
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図 10 南から撮影した獨逸文化研究所玄関

(村野藤吾の建築)。この奥に関西日

仏学館があった



ツと相対時する胸中は極めて複雑なものであったろう。

九条山に建設された学館は素晴らしい眺望を誇っていたものの，通学には市内から路面電車

に乗り，さらに急な坂を登っていかねばならなかった (図 11)。こうした立地は，屋外でのお

茶会にはうってつけであったものの (図 12)，交通の不便を理由にボノーの時代から移転の議

論が交わされていた。マルシャンの館長就任後，この話が急速に動き出したのは，学館が検討

していた京都帝国大学の隣の京都高等工芸学校移転跡地を，ドイツも研究所建設のために狙っ

ていることがわかったためだ16)。結局，

文部省が用地を二分割し，北をフラン

スに，南をドイツに割り当てられた。

両者の対立は市民の興味を引くもので

あり，写真付きで報道されもした (図

13)17)。

1934 年 11 月 3 日に社団法人獨逸文

化研究所が開所し，さっそく講習部を

開講するとともに，演奏会や展覧会な

どの文化事業を行った (図 14)。遅れ

ること約 1 年半，1936 年 5 月に学館

の新館がオープンする (図 15)。両者
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図 11 矢印で示されているのが九条山の

関西日仏学館

図 12 九条山にて前期の終わりを祝うパーティー (1932

年 6 月)。左手の着物の女性はマルシャン夫人

図 13 東大路通り沿いには当時路面電車が走っていた。

手前の建物が獨逸文化研究所。その奥に工事中の

学館が見える



の熾烈な文化プロパガンダ合戦が，時に図書の寄贈という形をとって，京都府や京都帝国大学

を巻き込んで展開されたことは興味深い。1938 年 10 月にフランス政府は，日仏文化親善のた

めに京大に文学，哲学，科学に関する学術書 234 冊を，京都府へは文芸書を主とした 160 冊を

贈ったのだった18)。

こうした点と関連して，最後に当時の学館と京大仏文科の関係は決して良好なものではな

かったということについて一言述べておきたい。先ほど，ボノーの館長再任に関して，マル

シャン派の反発に対する懸念が挙げられていた。ここには，ボノーと仏文科主任教授太宰施門

が懇意な間柄であり，マルシャンを邪険にしていたという事情が関わっている19)。戦前の学館

と京大仏文科は，フランス語教育人材を共有するのが常であったが，1935 年度の太宰を最後

に，仏文科から学館に出講する者はいなかったし，外国語教育の第一人者であるマルシャンが

仏文科で教鞭を執ることは一度もなかった20)。このような状況下で館長を任されたのが，ボ

ノーの友人であった英文学者マルセル・ロベールなのであった。
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図 14 ドイツ音楽使節として来日したヴィルヘルム・

ケンプのピアノ演奏会 (1936 年 5 月 8 日)

図 15 関西日仏学館新館



【略年譜】

1876 年 12 月 6 日，アルザス地方オーブ県トロア (Troyes) に生まれる

1893 年 パリ大学文学部および高等学院宗教学科に入学

パリ大学文学部および高等学院宗教学科を卒業

1896 年 官公私立中学校ドイツ語教諭資格取得，クーロミエ市立中学校生徒監となる

1896 年 11 月

〜1897 年 10 月 兵役

1897 年 11 月

〜1898 年 1 月 ムラン市立中学校生徒監となる

1898 年 4 月 パリのアラゴ高等小学校ドイツ語教諭となる

1906 年 大学教授資格試験合格(ドイツ語)

1915 年 5 月

〜1919 年 1 月 従軍

1920 年 提要調査委員会によりアルザス・ロレーヌ地方住民用フランス語読本編纂を委

嘱される

1921 年 アラゴ高等小学校帰任

1922 年 パリ大学文学部付属海外フランス語教員養成所「現代語教授方法」講師を委嘱

される

1923〜1925 年 大阪外国語学校，フランス語・ドイツ語教師

大阪高等学校および第三高等学校でフランス語講師を兼任

1924 年 1 月 駐日フランス大使ポール・クローデルの後押しで，大阪外国語学校長中目覚に

より文部省外国語顧問に推挙される

1932 年 4 月 1 日，関西日仏学館主事となる (1936 年より呼称は「館長」に変更)

マルシャン夫人も学館講師となる

1939 年 3 月 31 日，学館館長を退任

1939 年 4 月 神戸出帆の船でフランスへ帰国

1948 年 9 月 12 日，現ヌーヴェル=アキテーヌ地方ジロンド県ル・ブスカ (Le Bouscat)

にて死去

【主要著作など】

Louis Marchand, LʼEnseignement scientifique des langues vivantes, rôle du phonographe, 1915.

Louis Marchand, LʼEnseignement des langues vivantes par la méthode scientifique, Larousse, 1925.

La vie et lʼœuvre de Takeshiro Kanokogui: peintre japonais / Matsutarô Tokumi; traduction de Masakiyo

Miyamoto et Louis Marchand, Institut franco-japonais du Kansai, Maison franco-japonaise et Société

franco-japonaise de Kôbe, 1936.

Louis Marchand, Le premier livre de français, ou, La famille Dupont, Osaka: Librairie Mishima, 1940.
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4．マルセル・ロベール (1939年 4月〜1953年 8月)

英文学で教授資格を取得したロベールは，ラフカディオ・ハーンの研究者でもあった。1924

年頃から 25 年にかけて浦和高等学校で教えていたが，京都帝国大学文学部仏文科主任の太宰

施門の誘いを受けて，1927 年から 29 年まで同仏文科でフランス語講読を担当している21)。当

時の受講者には，河盛好蔵，生島遼一，新村猛がいた22)。学生の間では「文学のわかる人」と

定評があったらしい23)。新村が卒業論文の題目をラ・フォンテーヌの『寓話集』に決めたのも，

ロベールの講読を通して興味を掻き立てられたためであった24)。

ロベールはほかの 4人の館長に比べると，華々しい業績を残したとは言えないかもしれない。

しかし戦時下で学館の活動を継続し，また戦後は日仏会館所長を兼務しながら，東京日仏学院

の創設を指揮するなど，日仏交流の守り手として極めて堅実で重要な仕事を成し遂げた。仮に

マルシャンの時代を「華やか」という言葉で形容できるとすれば，ロベール時代の学館は，フ

ランスがナチスに占領され，その属国という扱いを受け，解放後は日本の敵性国としてより厳

しい状況に置かれた「苦渋」の時代であった25)。当時の学館の状況を教えるものとして，ロ

ベールと共に学館を支えたジャン=ピエール・オシュコルヌの回想を引きたい。1940 年 6 月 21

日にフランスがナチスに降伏した後，警察の高官が学館の事務室を訪ねてきた際の出来事であ

る。

彼は館長のマルセル・ロベール氏にむかって，単純かつ乱暴な質問をぶつけました。すな

わち，学館を閉鎖するのはいつか，というのです。返答は簡単かつ明瞭でした。――学

館閉鎖などはまったく問題外である。学館はひきつづき従来同様に業務を行うものである，

と。

いかなる逆境にもめげず，平和の小島としてとどまろう，日仏文化親善のかぼそい証
あかし

でありつづけようというのは，賭け，それも非常識に近い賭けだったのですが，宮本〔正

清〕氏はその仲間に加わりました。あまつさえ，《ブラック・リスト》に載っている著作

者 ――ヴォルテール，モーパッサン，ジード，その他数多くの人々―― の作品をひき

つづき教えるという，危険な賭けだったのです26)。

ここで示されているように，戦時下の学館の運営を支えたのは，フランス人と日本人の連帯で

あった。宮本正清はリュエラン夫妻の通訳を務めた人物で，学館創立後も長く事業を支え続け

たロマン・ロランの研究者である。そして言葉通り，学館は授業を実施するだけではなく，文

化事業も継続して行なった。1941 年 1 月末から開催されたフランス医学に関する展覧会には，

延べ 2500 名の来場者があり，連続講演会には毎回 150 名から 200 名の聴講者が詰めかけたと

いう (図 16〜19)27)。
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1945 年 4 月より，学館は島津製作所の軍需工場として接収されたため，授業は休止し，館

長夫妻，学館で暮らしていたオシュコルヌ一家は九条山の旧館に避難した。終戦後 1945 年 10

月に学館は島津から返還されたが，荒れ果てた学館の立て直しに多大な時間と労力を要した。

当時の文脈から興味深いのは，復旧作業を行う傍ら，進駐軍関係者のために授業を行っていた
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図 16 展覧会の様子。日仏会館の主導によって，

パリ大学の協力を得て開催された

図 18 展覧会の企画者ボリス・ノワイエの講演

図 17 書籍の展示も行われた



ことである。学館には暖房設備がなかったため，冬本番になると，授業はアメリカンスクール

に場所を移して行われた28)。

通常の授業が再開したのは 1946 年 1 月 10 日のことである。登録者数は上級クラス 15 名，

中級クラス 43 名，初級クラスが 186 名の，計 244 名であった29)。この数字を見れば，いかに

京都の市民が再開を待ち望んでいたかがわかるだろう。相変わらず暖房設備はないままであっ

たが，熱意と希望に燃えた彼らには，そんなことは少しも気にならなかったに違いない。

【略年譜】

1895 年 1 月 12 日，パリに生まれる

ソルボンヌ大学で英文学を専攻。英語の教授資格を取得

1920〜1922 年 カイロ高等師範学校でフランス語を教える

1922〜24 年 パリのヴォルテール国立高等学校で英語を教える

1924〜1926 年 初来日

浦和高等学校および東京外国語学校でフランス語講師として勤務 *

1927〜1929 年 京都帝国大学文学部フランス文学科講師として講読を担当

1929 年頃 京大の職を辞し上京。語学学校アテネ・フランセ教授となる

1930〜1931 年 フランスに一時帰国。この間オルレアンで英語講師をする

1931 年 9 月 再来日。アテネ・フランセ教授となる

1935 年 6 月

〜1939 年 1 月 東京の日仏会館研究員として研究に従事

1938 年 ｢日仏音楽同好会 (Société franco-japonaise des Amies de la musique)」創設に

協力。同会会長は徳川頼貞侯爵

1939 年 4 月 1 日，関西日仏学館館長となる

1947 年 9 月 30 日，日仏会館所長代理となる

1949 年 9 月 日仏会館の管理下で創設される東京日仏学院の指揮を任される

1950 年 8 月 ロベールの一時帰国に伴い，ヴァディム・エリセーエフが日仏会館および関西
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図 19 講演者の周りに集まる学生の様子から，関心の

高さが窺われる



日仏学館の館長代理となることが決まる

1951 年 4 月 再来日し任務に復帰

1952 年 1 月 16 日，東京日仏学院開校

1953 年 8 月 学館館長を退任。フランスに帰国

1971 年 10 月末，パリ南郊外のアントニー (Antony) にて死去

*初来日，勤務開始時期については 1923 年から 1925 年の間で資料によりばらつきがある。

【主要著作など】

Marcel Robert, Jiro: roman, Ikkiyo [東京：一匡印刷所], 1932.

Marcel Robert, Atashi: roman, Ikkiyo [東京：一匡印刷所], 1936.

Marcel Robert, Lafcadio Hearn, tome 1-2, Hokuseido Press [東京：北星堂書店], 1950-51.

写真図版出典

図 1〜9：エリザベス・リュエラン氏個人蔵 (Archives personnelles de Mme Elisabeth Ruellan)

図 10：独逸文化研究所編『[社団法人独逸文化研究所]創立五週年紀要』，独逸文化研究所，一九四

〇年，国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/1686746 (参照 2024-03-

31)

図 11〜13：フランス外交文書館ラ・クルヌーヴ館蔵

図 14：独逸文化研究所編『独逸文化研究所一覧』，独逸文化研究所，一九三七年，国立国会図書館

デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/1098045 (参照 2024-03-31)

図 15〜19：関西日仏学館所蔵
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10) クローデル研究者学谷亮氏のご教示による。Dodoitzu, poèmes de Paul Claudel; peintures de

Rihakou Harada, NRF, 1945.

11) 1936 年 1 月 1 日付のボノーの業績をまとめた冊子 « Exposé des titres », pp. 2-3. フランス外交
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13) 堀口大學「ボノオ氏の小説 (一)」『朝日新聞』(1934 年 12 月 2 日朝刊) 11 面。

14) Lettre de Charles Arsène Henry au Ministre des Affaires étrangères à Paris du 20 septembre

1937, フランス外交文書館ラ・クルヌーヴ館所蔵資料 (請求記号：417QO/408)

15) ルイ・マルシャンの履歴書の写しより。関西日仏学館所蔵。
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のものとは異なる。

18) ｢フランスから図書を寄贈 府と京大へ」，『大阪朝日新聞』(1938 年 10 月 26 日)

19) Rapport de Louis Marchand à Pila et à A. Kammerer du 9 juin 1938, フランス外交文書館ラ・ク

ルヌーヴ館所蔵資料 (請求記号：417QO/407)

20) 拙稿「新村猛と『世界文化』―― 1930 年代京都のフランス的文脈を踏まえて」，『人文學報』

122 号の小特集「戦後京都と教育・文化運動」を参照。

21) 太宰施門「外人教師」，『京都大学文学部五十年史』京都大学文学部，1956 年，451 頁。

22) 新村猛「フランス文学徒の前半生」，今江祥智・川村孝則編『新村猛著作集』第三巻，三一書

房，1995 年，597-599 頁；山田稔「ロベールさんの小説」，『生の傾き』編集工房ノア，1990 年，

40 頁。

23) 同上山田「ロベールさんの小説」，40 頁。

24) 前掲新村「フランス文学徒の前半生」，599 頁。

25) この時期の学館の活動に関しては以下の論文に詳しい。ミッシェル・ワッセルマン「動乱の時

代の関西日仏学館 (1940〜1945)」立木康介訳，『京にフランスあり！アンスティチュ・フランセ

関西の草創期』(京都大学人文科学研究所，アンスティチュ・フランセ関西，2019 年) 所収。学

館のHPからもダウンロードできる。

https://www.institutfrancais.jp/kansai/about/lhistorique/

26) ジャン=ピエール・オーシュコルヌ「平和・自由・人類愛のための長きにわたる戦いのなかで」

村上光彦訳，『みすず』271，みすず書房，1893 年 3 月，62 頁。

27) Institut franco-japonais du Kansaï, « Rapport annuel », mars 1941, p. 8. (関西日仏学館所蔵)

28) Institut franco-japonais du Kansai, « Rapport annuel sur lʼactivité de lʼInstitut franco-japonais

du Kansai du 1er Avril 1945 au 31 Mars 1946 », p. 2. (関西日仏学館所蔵)

29) Idem.
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関西日仏学館の文化事業

以下に示す三つのリストは，関西日仏学館，日仏会館，京都大学人文科学研究所，国立国会

図書館デジタルコレクション，フランス外交文書館 (ラ・クルヌーヴ館およびナント館) で収集

した資料を用いて作成した。

日仏会館と関西日仏学館に関するリストの元になったのは，主にフランスと日本の外務省に

提出する年度報告書である。現存する資料の大半がフランス語版であるため，リスト作成にあ

たっては，原則フランス語版を採用し，欠落を日本語版によって補った。リストに日本語とフ

ランス語が混じるのはそのためである。独逸文化研究所に関しては，日本語版に基づいて作成

した。

日仏会館については，1936 年度から 43 年度まで (ただし，1939 年 7 月 10 日〜1941 年 4 月 11 日

の分は欠落)，関西日仏学館は 1927 年度から 43 年度まで，独逸文化研究所は 1934 年度から 43

年度までである。今後，これら三つの文化・教育機関の文化事業を比較分析することで，フラ

ンスの学術・文化的ネットワークの実態や，ドイツとフランスの文化外交戦略の有り様が具体

的に浮かび上がることが期待される。

【凡例】

・日本語表記に関しては，原則として，旧字体は新字体に，歴史的仮名遣いは現代的仮名遣い

に改めた。送り仮名は現行のものに改めた。

・固有人名については，必要に応じて氏名表記を補った。

例：M. M. Robert → M. Marcel Robert

・講演者らの肩書きや所属は，記載がある場合とない場合があったため，そのまま記した。

・Institut franco-japonais du Kansai (関西日仏学館) は，IFJK と略記し，Maison franco-japo-

naise (日仏会館) はMFJ と略記した。

・それぞれのリストに所属する人間が出張をした場合，下段に「*」を付け，場所を記した。

これは，例えば日仏会館の所長が関西日仏学館で講演をしたことが，会館の資料に記載され

ている場合に起こるケースである。

【付記】

本資料紹介では，リュエラン家の資料整理に際して西村真悟氏の，略年譜と文化事業リスト

の作成に関して田邉尚子氏の協力を得ている。特に田邉氏には略年譜の元となる大量のデータ

の入力と翻訳を担当していただいた。記して両名に深く感謝したい。また学館の長谷川さと子

氏には資料の提供や関係者とのコンタクトのためにお骨折りいただいた。記して感謝を捧げた

い。
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,
T
h
é

M
.
M
o
ri
sh
it
a
,
2
e
se
cr
é
ta
ir
e
(
V
io
lo
n
)
;
M
ll
e
O
g
in
o
,
é
lè
v
e
d
e
lʼI
F
JK
(
P
ia
n
o
)
;
M
m
e
M
a
rc
h
a
n
d
(
C
h
a
n
t)

1
1

1
1

E
x
p
o
si
ti
o
n
d
u
L
iv
re
fr
a
n
ça
is

1
1

2
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
ʼo
p
é
ra
fr
a
n
ça
is
a
u
X
V
II
Ie
si
è
cl
e
:
R
a
m
e
a
u
e
t
G
lü
ck
(
a
v
e
c
a
u
d
it
io
n
d
e
d
is
q
u
e
s)

M
.A
.
H
a
u
ch
e
co
rn
e
,
C
o
n
su
l
d
e
F
ra
n
ce
à
K
o
b
é

1
2

3
E
x
p
o
si
ti
o
n
d
e
s
ta
b
le
a
u
x
d
e
M
.
F
u
ji
ta
,
a
rt
is
te
p
e
in
tr
e
,
a
n
ci
e
n
é
lè
v
e
d
e
lʼI
n
st
it
u
t

1
2

6
E
x
p
o
si
ti
o
n
d
e
s
ta
b
le
a
u
x
d
e
M
.
V
a
u
q
u
e
li
n
,
P
ro
f.
d
e
fr
a
n
ça
is
à
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
d
e
F
u
k
u
o
k
a

1
2

2
0

C
o
n
ce
rt
:
U
n
e
d
o
u
z
a
in
e
d
e
p
iè
ce
s
d
e
co
m
p
o
si
te
u
rs
fr
a
n
ça
is
e
t
ja
p
o
n
a
is

M
ll
e
A
d
è
le
C
lé
m
e
n
t,
V
io
lo
n
ce
ll
is
te
;
M
m
e
Ia
n
o
w
sk
i,
P
ia
n
is
it
e

1
9
3
7

1
3
0

C
o
n
fé
re
n
ce
:
G
e
o
rg
e
s
D
u
h
a
m
e
l
o
u
rè
g
n
e
d
u
cœ
u
r

M
.
Je
a
n
-
P
ie
rr
e
H
a
u
ch
e
co
rn
e
,
P
ro
f.
a
u
L
y
cé
e
su
p
é
ri
e
u
r
d
e
S
h
iz
u
o
k
a

2
1
3

C
o
n
fé
re
n
ce
:
I.
C
é
sa
r
F
ra
n
ck
e
t
se
s
d
ic
ip
le
s:
D
u
p
a
rc
,
C
h
a
u
ss
o
n
,

II
.
G
a
b
ri
e
l
F
a
u
ré

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt
,
ce
tt
e
co
n
fé
re
n
ce
a
é
té
su
iv
ie
d
ʼu
n
co
n
ce
rt
o
ù
M
m
e
H
u
ts
ie
f
(
p
ia
n
o
)
,
M
ll
e
K
u
w
a
ï
Y
o
sh
ik
o

(
p
ia
n
o
)
,
M
m
e
M
a
rc
h
a
n
d
(
ch
a
n
t)
e
t
M
.
K
re
in
(
v
io
lo
n
)
o
n
t
p
ré
se
n
té
d
e
s
œ
u
v
re
s
d
e
ce
s
co
m
p
o
si
te
u
rs
.

2
2
5

E
x
p
o
si
ti
o
n
d
e
s
e
st
a
m
p
e
s

M
.
N
o
ë
l
N
o
u
ë
t,
P
ro
f.
d
e
fr
a
n
ça
is
à
lʼE
co
le
d
e
la
n
g
u
e
s
v
iv
a
n
te
s
d
e
T
o
k
y
o

2
2
7

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
T
o
k
y
o
d
ʼa
u
jo
u
rd
ʼh
u
i
e
t
le
T
o
k
y
o
d
ʼa
u
to
re
f o
is
à
tr
a
v
e
rs
le
s
e
st
a
m
p
e
s
d
e
s
g
ra
n
d
s
m
a
ît
re
s

ja
p
o
n
a
is
(
a
v
e
c
p
ro
je
ct
io
n
s)

N
o
e
l
N
o
u
ë
t,
P
ro
f.
à
lʼE
co
le
d
e
la
n
g
u
e
s
v
iv
a
n
te
s
d
e
T
o
k
y
o

3
2

E
x
p
o
si
ti
o
n
d
e
s
ta
b
le
a
u
x

M
.
T
a
k
a
o
k
a
,
P
r o
f.
,
p
e
in
tr
e
e
t
ch
e
f
d
ʼo
rc
h
e
st
re

3
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:
I.
C
la
u
d
e
D
e
b
u
ss
y

II
.
M
a
u
ri
ce
R
a
v
e
l

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt
,
ce
tt
e
co
n
fé
re
n
ce
a
é
té
su
iv
ie
d
ʼu
n
co
n
ce
rt
o
ù
M
m
e
H
u
ts
ie
f
(
p
ia
n
o
)
,
M
ll
e
S
u
m
ik
o
N
o
z
a
k
i

(
ch
a
n
t)
e
t
M
.
K
re
in
(
v
io
lo
n
)
o
n
t
e
x
é
cu
té
d
e
s
m
o
rc
e
a
u
x
d
e
ce
s
co
m
p
o
si
te
u
rs
.

4
4

C
o
n
ce
rt
:
S
o
ci
é
té
m
u
si
ca
le
d
e
K
y
o
to
,
(
e
n
lʼh
o
n
n
e
u
r
d
e
M
a
d
a
m
e
O
ta
p
a
rt
a
n
t
p
o
u
r
la
F
ra
n
ce
)

4
7

R
é
ce
p
ti
o
n
à
lʼo
cc
a
si
o
n
d
e
la
v
is
it
e
d
e
M
.
L
u
ci
e
n
R
o
m
ie
r,
d
ir
e
ct
e
u
r
d
u
“
F
ig
a
ro
”

4
2
4

ハ
ー
プ
演
奏
会

(
日
仏
音
楽
協
会
主
催
／
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

5
1

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
p
ré
se
rv
a
ti
o
n
co
n
tr
e
la
tu
b
e
rc
u
lo
se
p
a
r
la
v
a
cc
in
a
ti
o
n
a
n
ti
-
tu
b
e
rc
u
le
u
se
B
.C
.G
.
(
a
v
e
c

p
ro
je
ct
io
n
d
ʼu
n
fi
lm
p
a
rl
a
n
t
d
e
lʼI
n
st
it
u
t
P
a
s t
e
u
r
d
e
P
a
ri
s)

D
r.
R
o
la
n
d
C
h
a
u
ss
in
a
n
d
,
C
h
e
f
d
e
la
b
o
ra
to
ir
e
à
lʼI
n
st
it
u
P
a
st
e
u
r
d
e
S
a
ïg
o
n

5
1
5

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
rô
le
d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
d
e
P
a
ri
s
d
a
n
s
le
P
ro
cè
s
d
e
Je
a
n
n
e
d
ʼA
rc

M
.
L
é
o
n
M
a
z
e
a
u
d
,
D
ir
e
ct
e
u
r
fr
a
n
ça
is
à
la
M
F
J

5
1
6

E
x
cu
rs
io
n
tr
a
d
it
io
n
n
e
ll
e
à
G
o
m
a
[
si
c]
,
cé
lè
b
re
p
a
r
se
s
a
z
a
lé
e
s

5
2
0

C
o
n
ce
rt

É
lè
v
e
s
d
e
M
a
d
a
m
e
K
a
to
,
P
ro
f.
d
e
p
ia
n
o

5
2
2

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
fo
n
ct
io
n
n
e
m
e
n
t
d
ʼu
n
h
ô
p
it
a
l
à
P
a
ri
s
(
a
v
e
c
p
ro
je
ct
io
n
s)

D
r.
G
e
o
rg
e
s
P
a
te
y
,
C
h
e
f
d
e
cl
in
iq
u
e
à
la
F
a
cu
lt
é
d
e
m
é
d
e
ci
n
e
d
e
P
a
ri
s

6
E
x
p
o
si
ti
o
n
:
T
ra
v
e
a
u
x
d
u
co
u
rs
p
ra
ti
q
u
e
d
ʼe
n
se
ig
n
e
m
e
n
t
fé
m
in
in

6
2
4

F
ê
te
d
e
la
fi
n
d
u
tr
im
e
st
re
:
C
o
n
ce
rt
d
e
d
is
q
u
e
s,
sé
a
n
ce
d
e
ci
n
é
m
a
e
t
d
e
p
re
st
id
ig
it
a
ti
o
n

(
日
仏
音
楽
協
会
主
催
／
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

6
2
6

音
楽
講
演
会
：
十
六
世
紀
よ
り
二
十
世
紀
に
至
る
欧
州
の
舞
踏
音
楽

(
日
仏
音
楽
協
会
主
催
／
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

9
2
6

C
o
n
ce
rt

C
lu
b
m
u
si
ca
l
d
e
K
y
o
to

1
0

1
0

C
o
n
ce
rt

É
lè
v
e
s
d
e
M
a
d
a
m
e
K
a
to

1
0

3
0

音
楽
講
演
会
：
パ
リ
に
お
け
る
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
生
活

(
日
仏
音
楽
協
会
主
催
／
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

1
0

3
1

C
o
n
ce
rt

C
lu
b
m
u
si
ca
l
d
e
K
y
o
to
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1
9
3
7

1
1

6
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
p
a
ct
e
s
d
e
sa
n
g

M
.
L
é
o
n
M
a
z
e
a
u
d
,
D
ir
e
ct
e
u
r
fr
a
n
ça
is
à
la
M
F
J

1
1

1
1

F
ê
te
d
u
1
0
e
a
n
n
iv
e
rs
a
ir
e
d
e
la
fo
n
d
a
ti
o
n
d
e
lʼI
n
st
it
u
t:
P
ro
je
ct
io
n
d
u
fi
lm
p
a
rl
a
n
t
“
A
n
n
e
-
M
a
ri
e
”

1
1

1
3

音
楽
講
演
会
：
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
に
見
ら
れ
る
異
国
的
影
響

(
日
仏
音
楽
協
会
主
催
／
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

1
1

2
3

音
楽
講
演
会
：
象
徴
主
義
時
代
に
お
け
る
音
楽
生
活

(
日
仏
音
楽
協
会
，
関
西
日
仏
学
館
，
京
大
音
楽
部
主
催
／
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

1
2

4
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
ʼA
rt
p
ré
h
is
to
ri
q
u
e
e
n
F
ra
n
ce
(
a
v
e
c
p
ro
je
ct
io
n
s)

M
.A
n
d
ré
L
e
ro
i-
G
o
u
rh
a
n
,A
tt
a
ch
é
a
u
M
u
sé
e
d
ʼE
th
n
o
g
ra
p
h
ie
d
e
P
a
ri
s,
B
o
u
rs
ie
r
d
u
G
o
u
v
e
rn
e
m
e
n
t
ja
p
o
n
a
is
,

P
ro
f.
à
lʼI
F
JK

1
9
3
8

2
E
x
p
o
si
ti
o
n
:
T
a
b
le
a
u
x

M
.
O
h
a
sh
i,
P
e
n
it
re
ja
p
o
n
a
is
a
y
a
n
t
é
tu
d
ié
à
P
a
ri
s

2
5

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
p
re
m
ie
rs
co
n
ta
ct
s
d
u
Ja
p
o
n
a
v
e
c
la
ci
v
il
is
a
ti
o
n
o
cc
id
e
n
ta
le

R
.P
.
H
e
n
ri
B
e
rn
a
rd
,
d
e
lʼi
n
st
it
u
t
d
e
s
H
a
u
te
s
E
tu
d
e
s
d
e
T
ie
n
ts
in

2
1
3

C
o
n
fé
re
n
ce
:
P
o
u
rq
u
o
i
jʼa
im
e
le
Ja
p
o
n

M
.
C
la
u
d
e
F
a
rr
è
re
,
d
e
lʼA
ca
d
é
m
ie
fr
a
n
ça
is
e

2
1
9

C
o
n
fé
re
n
ce
:
P
a
u
l
V
a
lé
ry
,
p
o
è
te
d
e
lʼe
sp
ri
t

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt
,
A
g
ré
g
é
d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
,
P
e
n
si
o
n
n
a
i r
e
d
e
la
M
F
J

2
2
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:L
ʼe
x
h
u
m
a
ti
o
n
d
e
N
a
p
o
lé
o
n
1
e
r
e
n
1
8
4
0
d
ʼa
p
rè
s
le
s
n
o
te
s
d
u
ch
ir
u
rg
ie
n
ch
a
rg
é
d
e
lʼi
d
e
n
ti
fi
ca
ti
o
n
d
u

co
rp
s
d
e
lʼE
m
p
e
re
u
r
p
a
r
u
n
d
e
sc
e
n
d
a
n
t
d
e
ce
ch
ir
u
rg
ie
n
(
a
v
e
c
p
ro
je
ct
io
n
s)

M
.
N
o
ë
l
N
o
u
ë
t,
P
ro
f.
à
lʼE
co
le
d
e
s
L
a
n
g
u
e
s
é
tr
a
n
g
è
re
s
d
e
T
o
k
y
o

3
5

日
仏
音
楽
の
夕

日
仏
音
楽
協
会
主
催
(
学
館
音
楽
部
関
連
行
事
)

3
1
2

R
é
u
n
io
n
d
e
s
é
tu
d
ia
n
ts
à
lʼo
cc
a
si
o
n
d
e
la
re
m
is
e
d
e
s
d
ip
lô
m
e
s:
C
h
a
n
so
n
s,
p
ro
je
ct
io
n
d
u
fi
lm
p
a
rl
a
n
t
“
2
e
B
u
re
a
u
”
C
h
a
n
so
n
s:
M
ll
e
A
n
n
ie
M
a
rc
h
a
n
d
(
3
a
n
s)

3
1
9

C
o
n
ce
rt

É
lè
v
e
s
d
e
M
a
d
a
m
e
T
a
k
é
u
ch
i,
P
ro
f.
d
e
ch
a
n
t

3
2
3

E
x
p
o
si
ti
o
n
:
F
le
u
rs

M
.
le
P
ro
f.
N
is
h
iz
a
k
a

4
7

｢
ポ
ス
タ
ー
展
」
に
学
館
か
ら
も
出
品

*
大
阪

(
関
西
大
学
校
友
会
開
催
)

4
2
0

展
覧
会
：
日
本
庭
園
図
展
(
4
月
2
0
日
〜
2
7
日
)

ニ
ュ
ー
サ
ム
氏

4
2
2

音
楽
会

音
楽
文
化
ク
ラ
ブ

4
2
4

音
楽
会

音
楽
文
化
ク
ラ
ブ

5
2
2

宇
治
方
面
遠
足

*
宇
治

(
学
友
会
主
催
)

6
4

講
演
会
：
巴
里
の
起
源
よ
り
今
日
に
至
る
歴
史

東
京
外
国
語
学
校
教
授
ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト

6
1
1

音
楽
会

東
京
井
口
教
授

6
1
2

音
楽
会

音
楽
文
化
ク
ラ
ブ

6
1
8

展
覧
会
：
支
那
写
生
展
(
6
月
1
8
日
〜
2
7
日
)

鹿
子
木
孟
郎
氏

6
1
8

日
仏
音
楽
会
：
ピ
ア
ノ
，
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
，
歌
謡
，
フ
ォ
ー
レ
，
シ
ョ
ー
ソ
ン
，
ク
ー
プ
ラ
ン
，
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
，
ラ
ヴ
ェ
ル

等
の
作
曲

(
日
仏
音
楽
協
会
協
力
)

江
藤
輝
氏
，
竹
内
禎
子
夫
人
，
吉
村
夫
人
，
大
城
戸
嬢
，
太
田
黒
養
二
氏
(
東
京
)
，
田
中
氏

6
2
3

講
演
会
：
中
世
紀
よ
り
現
代
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
楽
器
(
ア
ン
ト
ロ
ジ
ィ
・
ソ
ノ
ー
ル
会
社
制
作
)
レ
コ
ー
ド
使
用

関
西
日
仏
学
館
館
長
ル
イ
・
マ
ル
シ
ャ
ン

6
2
3

催
し
物
：
宇
治
方
面
遠
足
の
実
写
活
動
写
真
を
映
写

6
2
5

講
演
会
：
グ
ノ
ー
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
つ
い
て

瀧
久
夫
氏

6
2
5

音
楽
会
：
大
阪
四
重
唱
団
に
よ
る
グ
ノ
ー
作
フ
オ
ー
ス
ト
〔
マ
マ
〕
第
二
幕

水
野
康
孝
氏
，
藤
堂
顕
一
郎
氏
，
加
藤
千
恵
子
夫
人
，
上
村
圭
以
子
夫
人

別
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ラ
ン
ク
ー
ル
，
ラ
モ
ー
，
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
作
品
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
て
演
奏

6
2
6

音
楽
会

ピ
ア
ノ
教
授
加
藤
夫
人
並
び
に
そ
の
門
下
生

8
3
0

音
楽
会
：
日
仏
混
声
合
唱
団
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
民
謡
，
独
唱

牧
山
夫
人
(
パ
リ
オ
ペ
ラ
コ
ミ
ッ
ク
座
に
お
い
て
お
蝶
夫
人
を
歌
い
て
大
成
功
を
博
せ
る
人
)
，
マ
ル
シ
ャ
ン
夫
人
，
ピ
ア
ノ

伴
奏
：
大
久
保
，
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
ン
ド
両
氏

1
0

1
6

講
演
会
：
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
音
楽

和
田
誠
三
郎
氏

1
0

1
6

音
楽
会
：
大
阪
コ
ー
ラ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
宗
教
音
楽
ジ
ョ
ス
カ
ン
ド
ブ
レ
，
ロ
ー
ラ
ン
ド
ラ
シ
ユ
ス
，

サ
ン
=
サ
ー
ン
ス
，
グ
ノ
ー
，
セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
等
の
作
品

指
揮
：
長
井
斉
氏
，
独
唱
：
マ
ル
シ
ャ
ン
夫
人

1
1

1
1

催
し
物
：
日
本
舞
踊
，
映
画
鑑
賞
『
闘
い
の
前
夜
』

日
本
舞
踊
：
藤
間
氏
門
下
生

1
1

1
2

音
楽
会

東
京
井
口
教
授

1
1

1
3

音
楽
会

ピ
ア
ノ
教
授
吉
田
夫
人
並
び
に
そ
の
門
下
生

1
1

1
9

講
演
会
：
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
今
昔
，
英
傑
，
風
景
，
(
幻
燈
使
用
)

東
京
外
国
語
学
校
教
授
ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト

1
1

2
0

音
楽
会
：
日
本
舞
踊
会

藤
間
氏
門
下
生

1
1

2
2

音
楽
会

龍
谷
人
学
学
生
合
唱
団
〔
マ
マ
〕

1
2

1
展
覧
会
：
版
画
お
よ
び
素
描
展
(
1
2
月
1
日
〜
7
日
)

ブ
ラ
ウ
ン

1
2

3
音
楽
会

村
岡
夫
人
門
下
生
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1
9
3
8

1
2

4
音
楽
会
：
日
本
舞
踊
会

ス
ラ
ヴ
ィ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人

1
2

1
1

講
演
会
：
言
語
の
心
理
学
的
原
理
及
び
国
民
心
理

関
西
日
仏
学
館
館
長
ル
イ
・
マ
ル
シ
ャ
ン

1
2

1
7

講
演
会
：
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
と
芸
術
の
為
の
芸
術

ア
グ
レ
ジ
ェ
東
京
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
教
授
ポ
ー
ル
・
イ
ズ
レ
ー
ル

1
2

1
8

講
演
会
/
音
楽
会
：
十
六
世
紀
よ
り
十
八
世
紀
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
発
展
(
レ
コ
ー
ド
使
用
)

関
西
日
仏
学
館
教
授

ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
オ
ー
シ
ュ
コ
ル
ヌ

1
9
3
9

1
2
1

講
演
会
：
フ
ラ
ン
ス
の
印
象

前
駐
仏
大
使
・
前
外
務
大
臣
佐
藤
尚
武

1
2
1

展
覧
会
：
フ
ラ
ン
ス
図
書
展
覧
会

1
2
8

音
楽
会
：
ピ
ア
ノ
二
重
奏
，
セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
交
響
幻
変
奏
曲
及
び
シ
ョ
パ
ン
，
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

武
澤
武
氏
，
島
田
猛
氏
，
長
谷
川
，
竹
内
，
船
岡
の
諸
嬢

1
2
9

音
楽
会
：
久
邇
宮
恭
仁
子
女
王
殿
下
御
台
臨

大
里
夫
人
ピ
ア
ノ
門
下
生

2
展
覧
会
：
学
館
美
術
部
学
生
の
作
品
展

2
1
1

音
楽
会
：
フ
ラ
ン
ス
民
謡
音
楽

ク
レ
ー
ン
氏
指
揮
関
西
日
仏
学
館
合
唱
団

(
マ
ル
シ
ャ
ン
夫
妻
，
プ
ル
ト
ネ
ル
援
助
出
演
，
ル
ロ
ア
ー
グ
ー
ラ
ン
，
ビ
ニ
ユ
ー
伴
奏
に
よ
る
ブ
ル
ト
ン
歌
曲

神
戸
在
住
ポ
ー
リ
ー
ヌ
・
チ
ェ
ツ
ク
嬢
舞
踊
，
シ
ョ
パ
ン
夜
曲
，
及
び
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
雨
降
れ
る
庭
)

2
1
8

映
画
の
会
『
サ
ン
=
ミ
シ
ェ
ル
山
』
『
ル
ー
エ
リ
グ
』
／
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
歌
謡
お
よ
び
ビ
ニ
ュ
ー
吹
奏

歌
謡
お
よ
び
吹
奏
：
ル
ロ
ア
ー
グ
ー
ラ
ン
氏

2
2
5

関
西
日
仏
学
館
館
長
マ
ル
シ
ャ
ン
夫
妻
送
別
大
音
楽
会

(
日
仏
音
楽
協
会
並
び
に
稲
畑
夫
人
を
会
長
と
す
る
京
都
音
楽
協
会
主
催
)

(
大
阪
及
び
京
都
各
合
唱
団
並
び
に
関
西
優
秀
音
楽
家
(
出
演
者
数
7
5
名
)
協
力
)

4
2
2

C
o
n
fé
re
n
ce
:
M
a
rc
e
l
P
ro
u
st

M
.
M
a
u
ri
ce
P
ru
n
ie
r,
P
ro
f.
à
la
F
a
cu
lt
é
d
e
C
o
m
m
e
rc
e
d
e
T
o
k
y
o

5
2
0

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
N
é
o
-
h
ip
p
o
cr
a
ti
sm
e

D
r.
B
o
ri
s
N
o
y
e
r,
P
e
n
si
o
n
n
a
ir
e
à
la
M
F
J

5
2
3

R
é
ci
ta
l
d
e
P
ia
n
o
:
F
ra
n
ck
,
C
h
a
b
ri
e
r,
D
e
b
u
ss
y
,
T
a
k
u
,
e
ct
.

M
.
T
a
k
u

6
6

C
o
n
ce
rt
:
L
u
ll
y
,
G
lu
ck
,
S
a
in
t-
S
a
ë
n
s,
F
a
u
ré
e
tc
.

(
a
v
e
c
le
co
n
co
u
rs
d
e
M
m
e
T
.
K
a
to
,
M
ll
e
N
a
k
a
se
k
o
e
t
M
.S
.
D
a
te
)

6
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
F
e
m
m
e
m
a
ri
é
e
,
li
b
re
e
t
ca
p
a
b
le

M
.
L
é
o
n
M
a
z
e
a
u
d
,
D
ir
e
ct
e
u
r
à
la
M
F
J

1
0

2
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
ʼA
rc
h
it
e
ct
u
re
m
il
it
a
ir
e
ju
sq
u
ʼà
n
o
s
jo
u
rs

M
.
F
lo
re
n
t
G
u
il
la
in
,
P
e
n
si
o
n
n
a
ir
e
à
la
M
F
J

1
1

1
1

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
p
e
in
tu
re
fr
a
n
ça
is
e

M
.
C
o
n
ra
d
M
e
il
i,
P
e
in
tr
e

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
é
cr
iv
a
in
s
q
u
e
jʼa
i
co
n
n
u
s
e
n
F
ra
n
ce

M
m
e
K
ik
u
Y
a
m
a
ta
,
E
cr
iv
a
in

1
1

1
2

R
é
ci
ta
l
d
e
P
ia
n
o
:
C
h
o
p
in

M
.
N
o
b
e
ji
(
C
o
n
ce
rt
p
a
tr
o
n
n
é
p
a
r
la
S
o
ci
é
té
M
u
si
ca
le
d
e
K
y
o
to
)

1
1

1
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
F
ra
n
ce
q
u
e
jʼa
i
v
u
e
e
n
A
o
û
t
1
9
3
9

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt
,
D
ir
e
ct
e
u
r
d
e
lʼI
F
JK

1
1

2
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
U
n
m
a
ît
re
d
e
la
g
râ
ce
fr
a
n
ça
is
e
a
u
X
V
II
Ie
si
è
cl
e
:
F
ra
n
ço
is
C
o
u
p
e
ri
n

M
.
Je
a
n
-
P
ie
rr
e
H
a
u
ch
e
co
rn
e
,
P
ro
f.
à
lʼI
F
JK

1
2

1
4

C
o
n
fé
re
n
ce
:
R
e
ce
n
t
im
p
re
ss
io
n
s
fr
o
m
E
n
g
la
n
d
to
Ja
p
a
n

M
m
e
Je
a
n
O
rt
o
li

1
2

1
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
g
ra
n
d
s
C
o
u
ra
n
ts
d
e
la
li
tt
é
ra
tu
re
m
o
d
e
rn
e
fr
a
n
ça
is
e

M
.
P
a
u
l
Is
e
le
r,
P
ro
f.
à
lʼA
th
é
n
é
e
F
ra
n
ça
is

1
2

2
1

C
o
n
fé
re
n
ce
:
Je
a
n
R
a
ci
n
e

M
.
S
im
o
n
D
a
z
a
i,
P
ro
f.
à
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
Im
p
é
ri
a
le
d
e
K
y
o
to
,
M
.
T
a
k
e
h
ik
o
Ib
u
k
i,
P
ro
f.
a
u
T
ro
is
iè
m
e
L
y
cé
e

su
p
é
ri
e
u
r,
C
h
a
rg
é
d
e
C
o
u
rs
à
lʼU
n
iv
e
rs
i t
é
Im
p
é
ri
a
le

(
C
e
s
co
n
fé
re
n
ce
s,
d
o
n
n
é
e
s
à
lʼo
cc
a
si
o
n
d
u
tr
ic
e
n
te
n
a
ir
e
d
e
R
a
ci
n
e
,
o
n
t
é
té
su
iv
ie
s
d
ʼu
n
e
re
p
ré
se
n
ta
ti
o
n
d
u

P
ri
m
ie
r
A
ct
e
d
e
s
P
la
id
e
u
rs
,
tr
a
u
ct
io
n
d
e
M
.
Y
o
sh
im
u
ra
.)

1
9
4
0

2
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:
E
ri
k
S
a
t i
e
,
le
“
P
è
re
”
d
e
s
S
ix

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt
,
D
ir
e
ct
e
u
r
d
e
lʼI
F
JK

2
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
F
e
m
m
e
fr
a
n
ça
is
e

T
su
n
a
o
M
iy
a
ji
m
a
,
A
n
ci
e
n
A
d
m
in
is
tr
a
te
u
r
d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
d
u
K
a
n
sa
i

2
2
4

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
m
o
ts
,
le
u
rs
co
n
fi
d
e
n
ce
s
e
t
le
u
rs
m
é
ta
m
o
rp
h
o
se
s

M
.
O
re
st
e
P
le
tn
e
r,
A
g
ré
g
é
d
e
lʼa
n
ci
e
n
n
e
U
n
iv
e
rs
it
é
Im
p
é
ri
a
le
d
e
P
e
tr
o
g
ra
d
,
P
ro
f.
a
u
T
ro
is
iè
m
e
L
y
cé
e

S
u
p
é
ri
e
u
r
e
t
à
lʼE
co
le
d
e
T
e
n
ri

3
9

R
é
u
n
io
n
m
u
si
ca
le
e
t
li
tt
é
ra
ir
e
:
R
é
ci
ta
ti
o
n
d
e
p
o
è
m
e
s,
co
m
é
d
ie
,
p
ia
n
o

(
R
é
u
n
io
n
p
a
tr
o
n
n
é
e
p
a
r
lʼA
ss
o
ci
a
ti
o
n
d
e
s
A
n
ci
e
n
s
E
lè
v
e
s
d
e
lʼI
n
st
it
u
t)

5
2

R
é
ci
ta
l
d
e
p
ia
n
o
:
C
é
sa
r
F
ra
n
ck
,
D
e
b
u
ss
y
,
d
e
F
a
ll
a
,
M
m
e
C
h
a
rl
e
s
A
rs
è
n
e
-
H
e
n
ry

5
7

C
o
n
fé
re
n
ce
:
N
o
te
s
su
r
le
T
h
é
â
tr
e
fr
a
n
ça
is
co
n
te
m
p
o
ra
in

法
学
博
士
M
m
e
P
ie
rr
e
V
e
u
jo
z

(
C
e
tt
e
co
n
fé
re
n
ce
a
é
té
su
iv
ie
d
ʼu
n
e
re
p
ré
se
n
ta
ti
o
n
d
e
“
L
ʼI
n
d
ig
e
n
t”
,
d
e
C
h
a
rl
e
s
V
il
d
ra
c,
tr
a
d
u
ct
io
n
d
e
M
.

T
a
ts
u
n
o
,
d
o
n
n
é
e
a
v
e
c
le
co
n
co
u
rs
d
e
M
m
e
J.
P
.
H
a
u
ch
e
co
rn
e
,
M
ll
e
K
a
to
,
M
.
H
a
y
a
sh
i
e
t
M
.
Y
o
sh
im
u
ra
)

5
1
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:
N
a
p
o
lé
o
n
e
t
la
C
o
rs
e
(
a
v
e
c
p
ro
je
ct
io
n
s)

関
西
日
仏
学
館
教
授
M
.
Je
a
n
O
rt
o
li

5
2
1

C
o
n
ce
rt
d
e
M
u
si
q
u
e
d
e
C
h
a
m
b
re
:
L
e
cl
a
ir
,
R
a
m
e
a
u
,
S
a
in
t-
S
a
ë
n
s,
R
a
v
e
l

(
a
v
e
c
le
co
n
co
u
rs
d
e
M
m
e
s
Y
o
sh
im
u
ra
,
Y
a
m
a
d
a
,
H
a
se
g
a
w
a
,
O
k
a
w
a
e
t
d
e
M
M
.
T
a
n
a
k
a
,
Y
a
m
a
d
a
e
t

N
a
k
a
m
u
ra
)

6
6

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
S
y
n
d
ic
a
ts
A
g
ri
co
le
s
e
n
F
ra
n
ce
e
t
a
u
Ja
p
o
n

M
.
H
a
ts
u
ta
ro
T
a
n
a
h
a
sh
i,
P
ro
f.
à
la
fa
cu
lt
é
d
ʼA
g
ri
cu
lt
u
re
d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
Im
p
ré
ri
a
le
d
e
K
y
o
to

京
都
帝
国
大
学
農
学
部
教
授
棚
橋
初
太
郎

7
3
1

C
o
n
fé
re
n
ce
:
Ju
le
s
R
o
m
a
in
s

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt

1
0

2
2

C
o
n
fé
re
n
ce
:
P
ro
fi
ls
d
e
M
u
si
ci
e
n
s
co
n
te
m
p
o
ra
in
:
P
o
u
le
n
c,
M
il
h
a
u
d
,
H
o
n
n
e
g
e
r
(
a
v
e
c
a
u
d
it
io
n
d
e
d
is
q
u
e
s)

M
.
M
a
rc
e
l
R
o
b
e
rt

1
1

1
7

C
o
n
ce
rt
d
e
M
u
si
q
u
e
S
a
cr
é
e
:
P
a
le
n
st
ri
n
a
,
d
e
L
a
ss
u
s,
R
e
q
u
ie
m
d
e
G
a
b
ri
e
l
F
a
u
ré

(
a
v
e
c
le
co
n
co
u
rs
d
e
la
S
o
ci
é
té
C
h
o
ra
le
d
ʼO
sa
k
a
)
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1
9
4
0

1
1

3
0

R
é
ci
ta
l
d
e
p
ia
n
o
:
D
a
q
u
in
,
R
a
m
e
a
u
,
C
h
o
p
in
,
D
e
b
u
ss
y

M
ll
e
T
o
sh
ik
o
K
a
ts
u
m
a
ta

1
9
4
1

1
2
5

E
x
p
o
si
ti
o
n
M
é
d
ic
a
l
F
ra
n
ça
is
e
:
Q
u
e
lq
u
e
s
a
sp
e
ct
s
d
e
s
co
n
tr
ib
u
ti
o
n
s
fr
a
n
ça
is
e
a
u
x
p
ro
g
rè
s
d
e
la
m
é
d
e
ci
n
e

(
C
e
tt
e
E
x
p
o
si
t i
o
n
,d
u
e
à
lʼi
n
it
ia
ti
v
e
à
la
M
F
J,
p
ré
p
a
ré
p
a
r
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
d
e
P
a
ri
s
a
v
e
c
co
ll
a
b
o
ra
ti
o
n
d
u
D
r.
B
o
ri
s

N
o
y
e
r,
é
ta
it
p
ré
se
n
té
à
lʼi
n
st
it
u
t
so
u
s
le
s
a
u
sp
ic
e
s
d
e
la
P
ré
fe
ct
u
re
,d
e
la
M
a
ir
ie
,d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
Im
p
é
ri
a
le
d
e

K
y
o
to
e
t
d
e
lʼA
m
b
a
ss
a
d
e
d
e
F
ra
n
ce
à
T
o
k
y
o
,e
t
a
v
e
c
le
g
é
n
é
re
u
x
co
n
co
u
rs
d
e
la
M
a
is
o
n
In
a
b
a
ta
d
ʼO
sa
k
a
,d
e

la
T
e
ik
o
k
u
S
a
n
so
,d
u
C
o
m
it
é
F
ra
n
ça
is
d
e
K
o
b
e
,d
e
la
S
o
ci
é
té
F
ra
n
co
-
Ja
p
o
n
a
is
e
d
e
K
o
b
e
e
t
d
e
lʼA
ss
o
ci
a
ti
o
n

d
e
s
A
n
ci
e
n
s
E
lè
v
e
s
d
e
lʼI
F
JK
)

1
2
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
P
ie
rr
e
Ja
n
e
t

D
r.
Im
a
m
u
ra
,
A
n
ci
e
n
D
o
y
e
n
d
e
la
F
a
cu
lt
é
d
e
M
é
d
e
ci
n
e
d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
Im
p
é
ri
a
l
d
e
K
y
o
to

1
2
8

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
m
é
d
e
ci
n
e
a
u
C
o
ll
è
g
e
d
e
F
ra
n
ce

D
r.
B
o
ri
s
N
o
y
e
r

1
2
9

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
T
h
é
ra
p
e
u
ti
q
u
e
d
e
la
T
u
b
e
rc
u
ro
se
e
n
F
ra
n
ce

D
r.
S
h
in
o
h
a
ra
,
D
ip
lô
m
é
d
e
la
F
a
cu
lt
é
d
e
M
é
d
e
ci
n
e
d
e
L
il
le

1
3
0

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
ʼin
fl
u
e
n
ce
d
e
la
M
é
d
e
ci
n
e
F
ra
n
ça
is
e
a
u
Ja
p
o
n

D
r.
Ii
z
u
k
a
,
P
ro
f.
à
la
F
a
cu
lt
é
d
e
M
é
d
e
ci
n
e
d
e
K
y
o
to

1
3
1

C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
M
ic
ro
ch
ir
u
rg
ie
(
a
v
e
c
p
ré
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ça
is
e
e
t
u
n
ré
ci
ta
l
d
e
P
ia
n
o

M
ll
e
K
a
z
u
[
k
o
?]
K
u
sa
m
a
(
p
ia
n
o
)

1
9
4
3

1
1
4
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
fé
o
d
a
li
té
ja
p
o
n
a
is
e
e
t
le
se
n
ti
m
e
n
t
n
a
ti
o
n
a
l

*
S
o
ci
é
té
ja
p
o
n
a
is
e
d
e
R
a
d
io
d
if
fu
si
o
n

M
.
F
ré
d
é
ri
c
Jo
ü
o
n
d
e
s
L
o
n
g
ra
is

1
2
6
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
o
ri
g
in
e
s
d
e
la
p
e
in
tu
re
o
cc
id
e
n
ta
le
a
u
Ja
p
o
n

I:
L
a
p
é
ri
o
d
e
ch
ré
ti
e
n
n
e
e
t
la
p
é
ri
o
d
e
d
e
s
é
tu
d
e
s
h
o
ll
a
n
d
a
is
e
s

M
.
C
o
n
ra
d
M
e
il
i

2
2
C
o
n
fé
re
n
ce
:
M
a
rc
e
l
P
ro
u
st
e
t
n
o
tr
e
te
m
p
s,
Ⅰ
:
L
e
m
o
i
p
e
rd
u

M
.
R
o
b
e
rt
G
u
il
la
in

2
9
C
o
n
fé
re
n
ce
:
M
a
rc
e
l
P
ro
u
st
e
t
n
o
tr
e
te
m
p
s,
Ⅱ
:
A
la
re
ch
e
rc
h
e
d
u
m
o
i

M
.
R
o
b
e
rt
G
u
il
la
in

2
1
6
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
ja
rd
in
s
d
e
F
ra
n
ce
e
t
le
u
rs
p
o
è
te
s

M
m
e
K
ik
o
u
Y
a
m
a
ta

2
2
3
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
s
D
o
lm
e
n
s
e
n
A
rm
o
ri
q
u
e
e
t
a
u
Ja
p
o
n

M
.
N
o
ë
l
N
o
u
ë
t

3
2
C
o
n
fé
re
n
ce
:
A
sp
e
ct
e
t
te
n
d
a
n
ce
s
a
ct
u
e
ls
d
u
p
h
o
n
é
ti
sm
e
ja
p
o
n
a
is

M
.
Je
a
n
D
ra
n
s

3
9
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
ʼa
rc
h
it
e
ct
u
re
co
n
te
m
p
o
ra
in
e
e
n
F
ra
n
ce
―
L
e
s
a
rc
h
it
e
ct
e
s
e
t
le
u
rs
œ
u
v
re
s

M
.
F
lo
re
n
t
G
u
il
la
in

3
1
6
C
o
n
fé
re
n
ce
:L
e
s
o
ri
g
in
e
s
d
e
la
p
e
in
tu
re
o
cc
id
e
n
ta
le
a
u
Ja
p
o
n
,
Ⅱ
:L
ʼé
p
o
q
u
e
d
e
M
e
ij
i:
T
ro
is
p
io
n
n
ie
rs
d
e
la
p
e
in
tu
re
à

lʼh
u
il
e
,
C
h
iu
A
sa
i,
K
iy
o
te
ru
K
u
ro
d
a
e
t
T
a
k
e
ji
F
u
ji
sh
im
a
(
a
v
e
c
p
r o
je
ct
io
n
s)

M
.
C
o
n
ra
d
M
e
il
i

4
2
1
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
D
o
ct
e
u
r
Y
e
rs
in

*
C
lu
b
d
e
s
N
o
b
le
s

M
.
H
e
n
ri
G
a
ll
ia
rd
,
D
o
y
e
n
d
e
la
F
a
cu
lt
é
d
e
M
é
d
e
ci
n
e
d
e
H
a
n
o
ï

4
2
1
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
P
ro
fe
ss
e
u
r
C
a
lm
e
tt
e

*
C
lu
b
d
e
s
N
o
b
le
s

M
.
A
u
g
u
st
e
s
R
iv
o
a
le
n
,
P
ro
f.
à
la
F
a
cu
lt
é
d
e
M
é
d
e
ci
n
e
d
e
H
a
n
o
ï

5
1
8
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
ré
a
li
té
e
t
la
F
ic
ti
o
n
d
a
n
s
lʼœ
u
v
re
d
e
M
a
rc
e
l
P
ro
u
st

M
.
M
a
u
ri
ce
P
ru
n
ie
r,
P
ro
f.
à
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
d
e
C
o
m
m
e
rc
e
d
e
T
o
k
io

5
2
5
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
té
m
o
in
d
ʼu
n
e
é
p
o
q
u
e
h
e
u
re
u
se
:
M
a
ri
v
a
u
x
e
t
se
s
co
m
é
d
ie
s

M
.
L
é
o
n
P
ro
u
,
A
n
ci
e
n
P
ro
f.
a
u
x
U
n
iv
e
rs
it
é
s
d
ʼA
n
k
a
ra
,
d
e
K
a
u
n
a
s
d
e
V
il
n
a
,
P
ro
f.
à
lʼA
th
é
n
é
e
F
ra
n
ça
is

6
7
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
e
th
é
â
tr
e
d
e
G
e
o
rg
e
s
C
o
u
rt
e
li
n
e

M
.
P
a
u
l
Is
e
le
r,
P
ro
f.
à
lʼA
th
é
n
é
e
F
ra
n
ça
is
,
A
g
ré
g
é
d
e
lʼU
n
iv
e
rs
it
é

6
8
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
ʼœ
u
v
re
d
e
lʼÉ
co
le
d
e
s
C
h
a
rt
e
s

M
.
F
ré
d
é
ri
c
Jo
ü
o
n
d
e
s
L
o
n
g
ra
is
,
D
ir
e
ct
e
u
r
à
lʼÉ
co
le
d
e
s
H
a
u
te
s
É
tu
d
e
s
H
is
to
ri
q
u
e
s
d
e
la
S
o
rb
o
n
n
e
,
A
rc
h
iv
is
te

p
a
lé
o
g
ra
p
h
e
,
D
ir
e
ct
e
u
r
fr
a
n
ça
is
à
la
M
F
J,
D
r.
e
n
d
ro
it

7
3
C
o
n
fé
re
n
ce
:
E
ch
a
n
g
e
cu
lt
u
re
l
e
n
tr
e
le
Ja
p
o
n
e
t
lʼI
n
d
o
ch
in
e

M
.
M
a
sa
y
u
k
i
Y
o
k
o
y
a
m
a
,
D
ir
e
ct
e
u
r
d
e
lʼI
n
st
it
u
t
N
ip
p
o
n
-
In
d
o
ch
in
o
is
d
e
H
a
n
o
ï

1
2
7
C
o
n
fé
re
n
ce
:
L
a
m
u
si
q
u
e
fr
a
n
ça
is
e
―
C
a
ra
ct
è
re
e
t
e
sp
ri
t

M
.
Je
a
n
D
ra
n
s,
A
n
ci
e
n
P
ro
f.
à
lʼU
n
iv
e
rs
it
é
R
o
y
a
le
d
e
B
a
n
g
k
o
k
,
P
e
n
si
o
n
n
a
ir
e
à
la
M
F
J
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リ
ス
ト
3
資
料
紹
介
獨
逸
文
化
研
究
所
(
1
9
3
4
-
4
4
)

年
月
日

行
事

講
演
者
，
演
奏
家
な
ど

1
9
3
4
1
1
4
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
昭
和
9
年
度
大
会

1
2
2
1
獨
逸
大
使
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
氏
来
所
視
察
及
び
ク
リ
ス
マ
ス
祝
賀
会

1
9
3
5

2
1
0
ピ
ア
ノ
の
夕

原
千
惠
子
嬢
(
日
獨
交
友
会
主
催
)

2
1
7
シ
ー
ボ
ル
ト
遺
品
展
覧
会

4
1
0
(
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
生
誕
記
念
日
)
京
阪
女
流
音
楽
会
記
念
講
演
：
主
事
ト
ラ
ウ
ツ
氏
(
日
獨
交
友
会
主
催
)

1
0
7
清
浦
総
裁
，
武
者
小
路
駐
獨
大
使
，
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
獨
逸
大
使
来
所
を
迎
え
て
歓
迎
茶
会

成
瀬
理
事
，
西
理
事
を
加
え
て
，
JO
O
K
よ
り
「
獨
逸
を
語
る
座
談
会
」
の
記
念
放
送

1
0
2
0
1
0
月
2
0
日
よ
り
4
日
間
シ
ー
ボ
ル
ト
展
覧
会

1
1
3
創
立
1
周
年
記
念
式
，
夜
は
音
楽
，
映
画
，
脚
本
朗
読
な
ど
を
開
催

獨
逸
グ
ラ
イ
ダ
ー
界
の
権
威
ヒ
ル
ト
氏
一
行
の
一
員
バ
ウ
ア
氏

1
2
1
0
講
演
会

1
2
2
3
ク
リ
ス
マ
ス
祝
賀
会

1
9
3
6

5
8
演
奏
会

ピ
ア
ノ
：
獨
逸
音
楽
使
節

ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
氏

6
8
講
演
会
：
人
格
，
種
族
，
国
家

獨
逸
大
使
館
参
事
官

ド
ク
ト
ル
・
コ
ル
プ
氏

1
0
2
6
講
演
会
：
ル
コ
ッ
ク
氏
の
中
央
ア
ジ
ア
に
於
け
る
発
掘
物
並
び
に
そ
の
東
亜
及
び
西
部
ア
ジ
ア
の
芸
術
史
に
対
す
る
意
義

ハ
ン
ガ
リ
ー
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
フ
ラ
ン
ツ
・
ホ
ッ
プ
博
物
館
長

タ
カ
ッ
チ
教
授

1
1
3
創
立
第
2
周
年
記
念
日
／
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
の
年
度
大
会
・
講
演
会

エ
ー
ワ
ル
ト
・
ブ
ー
ケ
教
授
，
八
高
教
授

鼓
常
良
氏
，
三
高
教
授

内
山
貞
三
郎
氏

1
2
1
2
日
獨
防
共
協
定
の
祝
賀
会
／
講
演
会
：
正
倉
院
に
就
て

原
田
治
郎
氏
(
国
際
文
化
振
興
会
主
催
)

1
2
2
2
ク
リ
ス
マ
ス
祝
賀
会

1
9
3
7

4
2
8
講
演
会
：
精
神
科
学
の
現
代
に
於
け
る
危
機

ド
ク
ト
ル
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
教
授

5
1
7
5
月
1
7
日
よ
り
「
獨
逸
国
宝
美
術
素
描
展
覧
会
」
：
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
メ
ン
ツ
ェ
ル
ら
の
作
品
を
多
数
出
品

*
京
都
岡
崎
美
術
館

(
東
京
日
獨
文
化
協
会
と
本
研
究
所
並
び
に
京
都
市
合
同
主
催
)

5
1
8
講
演
会
：
獨
逸
国
宝
名
作
素
描
に
就
い
て

ド
ク
ト
ル
・
メ
ー
レ
氏

5
2
2
講
演
会
：
新
興
獨
逸
国
の
ス
ポ
ー
ツ
衛
生

大
阪
市
立
衛
生
試
験
所
技
師

深
山
杲
氏

6
1
5
講
演
会
：
原
料
問
題
を
中
心
と
せ
る
獨
逸
国
政
府
の
四
年
計
画

プ
リ
ー
ガ
ー
氏

6
2
9
講
演
会
：
獨
逸
生
物
学
者
の
見
た
る
南
太
平
洋
旅
行
の
印
象

ド
ク
ト
ル
・
ラ
ー
ム
教
授

1
1
1
3
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
大
会
／
記
念
講
演
あ
り

東
京
商
大
教
授

吹
田
氏
：
「
ロ
コ
コ
時
代
の
ゲ
ー
テ
」

三
高
講
師

ド
ク
ト
ル
・
ヤ
ー
ン
氏
：
「
ゲ
ー
テ
の
平
和
祝
典
劇
」

京
大
教
授

成
瀬
氏
：
「
ゲ
ー
テ
と
永
劫
回
帰
の
観
念
」

ド
ク
ト
ル
・
ト
ラ
ウ
ツ
氏
：
「
ゲ
ー
テ
と
軍
人
階
級
」

1
2
9
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

東
京
の
獨
逸
国
大
使
館
よ
り
提
供
さ
れ
た
教
育
フ
ィ
ル
ム
を
上
映

1
2
1
8
日
獨
伊
親
善
の
た
め
の
夕
／
記
念
講
演
あ
り

京
大
教
授

西
田
博
士
：
「
ケ
ム
ペ
ル
と
日
本
文
化
」

ド
ク
ト
ル
・
ト
ラ
ウ
ツ
教
授
：
「
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
獨
文
化
交
渉
」

ド
ク
ト
ル
・
ス
ト
ラ
ミ
ジ
ョ
ー
リ
女
史
：
「
イ
タ
リ
ア
の
文
化
」

1
9
3
8

1
1
2
0
大
獨
逸
国
展
覧
会

*
大
阪
市
天
王
寺
公
園

(
獨
逸
大
使
館
，
日
獨
文
化
協
会
並
び
に
獨
逸
文
化
研
究
所
主
催
)

1
1
2
2
講
演
会
：
現
代
獨
逸
に
於
け
る
教
育
と
科
学

獨
逸
国
キ
ー
ル
大
学
教
授

ド
ク
ト
ル
・
フ
ォ
ン
・
デ
ュ
ル
ッ
ク
ハ
イ
ム
伯
爵

1
2
4
映
画
上
映
，
茶
話
会

獨
逸
文
化
研
究
所
に
本
部
を
有
す
る
ゲ
ー
テ
協
会
の
行
事

1
9
3
9

1
1
9
講
演
会
：
日
本
音
楽
の
歴
史
的
並
び
に
審
美
学
的
基
礎

新
主
事
エ
ッ
カ
ル
ト
博
士

2
9
講
演
会
：
日
獨
文
化
協
定
の
意
義
に
就
い
て

ド
ナ
ー
ト
博
士

2
1
3
講
演
会
：
二
十
世
紀
の
国
家

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
法
学
部
教
授

ケ
ル
ロ
イ
テ
ル
博
士

3
4
ゲ
ー
テ
歌
謡
の
夕
べ

研
究
所
及
び
フ
リ
ー
ダ
の
会
に
よ
る
開
催

東
京
音
楽
学
校
教
授
リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ル
ト
女
史
，
フ
ェ
ル
メ
ル
氏
の
洋
琴
伴
奏
に
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
及
び
ヴ
ォ
ル
フ
作
曲
の

も
の
数
曲
を
歌
う

4
2
5
公
開
講
演
会
：
科
学
の
自
由
(
通
訳
あ
り
)

日
獨
交
換
教
授

オ
ッ
ト
ー
・
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
博
士

5
2
映
画
会
：
K
・
D
・
F
映
画
『
伊
太
利
賜
暇
旅
行
』
『
ベ
ー
テ
ル
マ
ン
』

5
9
講
演
会

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
三
浦
ア
ン
ナ
夫
人
：
「
中
世
獨
逸
の
建
築
様
式
に
つ
い
て
」
(
幻
燈
使
用
)

エ
ッ
カ
ル
ト
主
事
：
「
ゴ
ー
テ
ィ
ク
時
代
の
音
楽
」
(
レ
コ
ー
ド
使
用
，
解
説
あ
り
)

5
1
9
映
画
会
：
『
十
一
月
九
日
』
『
ト
ラ
ウ
ム
ル
ス
』
『
ズ
デ
ー
テ
ン
ラ
ン
ド
』
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1
9
3
9

5
2
3
講
演
会
：
獨
逸
現
代
受
難
劇
と
中
世
宗
教
劇
(
幻
燈
使
用
)

上
智
大
学
教
授

杉
野
昌
甫
氏

5
2
5
教
授
講
師
団
文
学
研
究
会
：
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン

京
大
文
学
部
・
第
三
高
等
学
校
講
師

ド
ク
タ
ー
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
氏

6
5
講
演
会
：
国
民
社
会
主
義
獨
逸
の
衛
生
政
策

獨
逸
医
師
局
外
国
部
長
医
学
博
士

へ
ー
デ
ン
カ
ム
プ
氏

6
6
講
演
会
：
日
本
の
鳥
類
(
幻
燈
使
用
)

ヘ
ル
マ
ン
・
ヤ
ー
ン
氏

6
1
3
講
演
会
：
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ゲ
オ
ル
ゲ

獨
逸
文
化
研
究
所
助
手

大
山
定
一
氏

6
1
5
教
授
講
師
団
文
学
研
究
会
：
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
ッ
ク

ド
ク
タ
ー
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
氏

6
2
9
ピ
ア
ノ
演
奏
会
：
ヘ
ン
デ
ル
，
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
，
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
よ
り

大
阪
相
愛
女
子
専
門
学
校
教
師

ル
ー
ド
ル
フ
・
ミ
ュ
ラ
ー
=
シ
ャ
ビ
ュ
イ
氏

1
1
2
ピ
ア
ノ
演
奏
会
：
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
，
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
，
シ
ュ
ー
マ
ン
よ
り

ル
ー
ド
ル
フ
・
ミ
ュ
ラ
ー
=
シ
ャ
ビ
ュ
イ
氏

1
1
1
0
講
演
会
：
新
興
獨
逸
国
に
於
け
る
経
済
政
策

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授

荒
木
光
太
郎
氏

1
9
4
0

1
2
7
講
演
会
：
獨
逸
労
働
戦
線
の
組
織
と
機
能

京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教
授

中
川
與
之
助
氏

2
1
7
講
演
会
と
映
画
上
映
：
日
獨
医
学
の
夕
べ
／
講
演
会
：
脊
髄
裂
傷
に
よ
る
麻
痺
症
の
処
置
に
つ
い
て

ヨ
ー
エ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ル
ツ
博
士

同
時
に
医
学
映
画
7
本
上
映
(
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
と
の
共
同
主
催
)

1
9
4
1

4
1
9
ピ
ア
ノ
二
重
奏
の
夕
：
ヘ
ン
デ
ル
，
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
，
リ
ス
ト

堀
井
栄
子
嬢
，
續
木
雛
子
嬢

4
2
3
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
芸
術
と
退
廃
芸
術

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

獨
逸
文
化
研
究
所
主
事

ド
ク
タ
ー
・
ハ
ン
ス
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

4
2
4
第
2
回
獨
逸
研
究
会
：
カ
ロ
ッ
サ
に
つ
い
て

京
都
府
立
医
科
大
学
講
師

臼
井
竹
次
郎
氏

4
2
6
室
内
楽
の
夕
：
ヘ
ン
デ
ル
，
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
，
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
ド
ク
タ
ー
・
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ト
マ
シ
チ
氏

ピ
ア
ノ
：
ル
ド
ル
フ
・
ミ
ュ
ラ
ー
・
シ
ャ
ビ
ュ
イ
氏

5
1
5
映
画
試
写
会
：
勝
利
の
歴
史

*
松
竹
座

(
第
1
6
師
団
と
共
同
主
催
)

5
1
7
演
奏
会
：
バ
ッ
ハ
，
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
，
シ
ョ
パ
ン
，
リ
ス
ト

ピ
ア
ノ
：
小
園
登
史
子
嬢

5
2
1
ル
ド
ル
フ
・
ミ
ュ
ラ
ー
・
シ
ャ
ビ
ュ
イ
氏

帰
獨
告
別
演
奏
会
：
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
，
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
，
ヴ
ェ
ー
バ
ー
，
シ
ョ
パ
ン

5
2
4
室
内
楽
の
夕
：
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
，
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
，
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
ド
ク
タ
ー
・
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ト
マ
シ
チ
氏

第
二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
朝
比
奈
隆
氏

ヴ
ィ
オ
ラ
：
小
堀
良
作
氏

チ
ェ
ロ
：
伊
達
三
郎
氏

5
2
9
第
3
回
獨
逸
研
究
会
：
ニ
ー
チ
ェ
及
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に
於
け
る
希
臘
精
神

京
都
帝
国
大
学
お
よ
び
第
三
高
等
学
校
講
師

ド
ク
タ
ー
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
氏

6
1
0
6
月
1
0
日
よ
り
同
月
1
5
日
ま
で
C
・
ク
ル
ー
ゼ
氏
油
絵
作
品
展
覧
会

*
丸
物

6
1
2
第
4
回
獨
逸
研
究
会
：
映
画
と
演
劇

高
知
高
等
学
校
講
師

ベ
ル
ハ
ル
ト
・
エ
ー
バ
ー
ス
マ
イ
ヤ
ー
氏

6
1
6
京
大
学
生
獨
逸
研
究
会
発
会
式

挨
拶
：
京
大
法
学
部
教
授

黒
田
覚
氏
，
ド
ク
タ
ー
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏
，
獨
逸
総
領
事
代
理
ド
ク
タ
ー
・
ブ
ロ
イ
ナ
ー
ト
氏
，

法
学
部
学
生
井
上
暢
君

9
1
3
蘭
印
方
面
よ
り
引
き
揚
げ
の
獨
逸
人
招
待
茶
話
会

9
2
7
三
国
同
盟
締
結
記
念
日
／
同
日
講
演
会
：
母
国
の
教
育
者
と
し
て
の
ゲ
ー
テ

*
京
都
日
の
丸
倶
楽
部

獨
逸
文
化
研
究
所
主
事
ド
ク
タ
ー
・
ハ
ン
ス
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

1
0
2
第
5
回
獨
逸
研
究
会
：
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ゲ
オ
ル
ゲ
に
就
い
て

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師

大
山
定
一
氏

1
0
3
獨
逸
文
化
講
座
：
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
就
て

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

第
三
高
等
学
校
教
授

内
山
貞
三
郎
氏

1
0
6
獨
逸
文
化
講
座
：
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
就
て

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

第
三
高
等
学
校
教
授

内
山
貞
三
郎
氏

1
0
7
京
都
学
生
獨
逸
研
究
会
の
た
め
の
映
画
会
：
文
化
映
画
の
夕

1
0
8
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
国
家
に
対
す
る
ゲ
ー
テ
の
態
度

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

獨
逸
文
化
研
究
所
主
事

ド
ク
タ
ー
・
ハ
ン
ス
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

1
0
1
6
第
6
回
獨
逸
研
究
会
：
新
し
き
文
芸
学
の
出
発

第
八
高
等
学
校
教
授

鼓
常
良
氏

1
0
2
2
チ
ェ
ム
バ
ロ
の
夕
：
バ
ッ
ハ
，
《
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
》

伯
林
国
立
音
楽
院
教
授

エ
ー
タ
・
ハ
ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
女
史

1
0
2
9
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
精
神
の
表
現
と
し
て
の
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

文
学
博
士

雪
山
俊
夫
氏

1
0
3
0
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
精
神
の
表
現
と
し
て
の
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

文
学
博
士

雪
山
俊
夫
氏
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1
9
4
1

1
1
6
第
7
回
獨
逸
研
究
会
：
獨
逸
に
於
け
る
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
音
楽
(
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
に
よ
る
実
例
付
き
)

伯
林
国
立
音
楽
院
教
授

エ
ー
タ
・
ハ
ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
女
史

1
1
8
バ
ッ
ハ
の
夕
(
招
待
客
に
の
み
公
開
)
：
音
楽
の
捧
物
(
エ
ー
タ
・
ハ
ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
女
史
編
曲
)

チ
ェ
ム
バ
ロ
：
エ
ー
タ
・
ハ
ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
女
史

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
島
田
猛
氏

第
二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
小
杉
博
英
氏

第
一
ヴ
ィ
オ
ラ
：
朝
比
奈
隆
氏

第
二
ヴ
ィ
オ
ラ
：
小
川
一
郎
氏

チ
ェ
ロ
：
伊
達
三
郎
氏

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
：
伊
佐
田
耕
一
氏

1
1
9
バ
ッ
ハ
の
夕
(
一
般
公
開
)

1
1
1
3
枢
密
顧
問
官
ウ
ォ
ー
ル
タ
ー
ト
氏
以
下
獨
逸
国
経
済
使
節
団
一
行
来
所

同
日
午
後
金
剛
能
楽
堂
に
お
い
て
「
船
弁
慶
」
の
上
演
。
上
演
に
先
立
ち
，
能
楽
に
関
す
る
講
演

獨
逸
文
化
研
究
所
主
事
ド
ク
タ
ー
・
ハ
ン
ス
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

1
1
1
3
第
8
回
獨
逸
研
究
会
：
コ
ル
ベ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
の
戯
曲
論

浦
和
高
等
学
校
教
授

上
村
清
延
氏

1
1
1
5
京
都
学
生
獨
逸
研
究
会

講
演
会
：
ド
イ
ツ
の
自
然
感
情

ド
ク
タ
ー
・
ゼ
ッ
ケ
ル
氏

1
1
1
6
第
1
0
回
「
日
本
ゲ
ー
テ
大
会
」

1
2
2
1
ク
リ
ス
マ
ス
祝
賀
会
。
日
本
音
楽
の
演
奏
お
よ
び
舞
踊

1
9
4
2

1
2
3
大
日
本
青
年
団
員
の
た
め
の
講
演
会
：
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

ユ
ー
ゲ
ン
ト
に
於
け
る
軍
事
予
備
訓
練

獨
逸
国
大
使
館
文
化
部
長
兼
ヒ
ト
ラ
ー
青
年
少
年
団
代
表

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
シ
ュ
ル
ッ
エ
氏

文
化
映
画
の
上
映
あ
り
(
京
都
府
社
会
教
育
課
と
共
同
開
催
)

2
1
9
第
9
回
獨
逸
研
究
会
：
獨
逸
の
国
防
国
家

京
都
帝
国
大
学
教
授

黒
田
覚
氏

2
2
6
第
1
0
回
獨
逸
研
究
会
：
獨
逸
神
秘
主
義
の
史
的
発
展

東
京
商
科
大
学
教
授

吹
田
順
助
氏

2
2
7
講
演
会

医
学
博
士

盛
新
之
助
氏
：
「
網
膜
剥
離
の
手
術
的
療
法
」

東
大
教
授

佐
々
貫
之
氏
：
「
バ
ル
キ
ン
ソ
ニ
ス
ム
ス
の
経
過
及
予
後
に
つ
い
て
」
(
日
獨
医
学
協
会
と
共
同
主
催
)

3
3
獨
逸
文
化
講
座
：
ナ
チ
ス
獨
逸
の
労
働
賃
金
政
策

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

京
都
帝
国
大
学
助
教
授

中
川
與
之
助
氏

3
5
講
演
会
・
座
談
会
：
獨
逸
に
於
け
る
勤
労
奉
仕
(
幻
燈
版
使
用
)

獨
逸
文
化
研
究
所
助
手

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
エ
ー
ル
氏
(
京
都
府
社
会
教
育
課
と
共
同
開
催
)

3
6
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
の
戦
時
下
経
済
立
法

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

阪
神
駐
剳
獨
逸
国
総
領
事

カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
バ
ル
ザ
ー
氏

3
7
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
の
戦
時
下
経
済
立
法

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

阪
神
駐
剳
獨
逸
国
総
領
事

カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
バ
ル
ザ
ー
氏

3
1
1
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
の
国
防
国
家

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

京
都
帝
国
大
学
教
授

黒
田
覚
氏

3
1
3
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
対
内
文
化
政
策

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

獨
逸
文
化
研
究
所
主
事

ド
ク
タ
ー
・
ハ
ン
ス
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

3
1
6
獨
逸
文
化
講
座
：
獨
逸
に
於
け
る
勤
労
奉
仕

*
大
阪
学
士
倶
楽
部

獨
逸
文
化
研
究
所
助
手

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
ェ
ー
ル
氏

3
1
9
第
1
1
回
獨
逸
研
究
会
：
『
土
地
な
き
民
族
』
に
現
れ
た
る
諸
概
念
に
就
て

元
第
三
高
等
学
校
教
授

岩
子
良
一
氏

1
9
4
3

4
1
2
4
月
1
2
日
か
ら
同
月
1
9
日
ま
で
中
世
近
世
獨
逸
絵
画
版
画
展
覧
会

4
1
5
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
円
熟
の
哲
学

伯
爵

ド
ク
ト
ル

K
・
V
・
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム

4
2
8
獨
逸
海
軍
の
人
形
芝
居
：
二
つ
の
獨
逸
の
寓
話

4
3
0
獨
逸
海
軍
の
人
形
芝
居
：
二
つ
の
獨
逸
の
寓
話

5
2
5
映
画
の
夕

ド
イ
ツ
音
楽
の
都
ザ
ツ
ブ
ル
ク
，
ヴ
ィ
ー
ン
と
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
映
画

解
説
：
獨
逸
文
化
研
究
所
主
事

ド
ク
ト
ル
H
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

6
6
洋
琴
の
夕
：
ハ
イ
ド
ン
，
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
，
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
，
シ
ュ
ー
マ
ン

伯
林
音
楽
院
教
授

E
・
ハ
ー
リ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
夫
人

6
1
2
映
画
の
夕
：
ド
イ
ツ
風
物
に
関
す
る
映
画

6
2
4
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
獨
逸
及
び
日
本
の
舞
台
芸
術
(
幻
燈
使
用
)

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
德
之
助
・
ベ
ル
ツ

7
8
映
画
の
夕
：
ド
イ
ツ
風
物
に
関
す
る
映
画

9
2
5
上
映
会
：
『
世
界
に
告
ぐ
』
特
別
上
映

1
0
1
4
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
文
学
と
哲
学
の
関
係

東
京
帝
大
講
師
・
學
講
院
講
師

ド
ク
ト
ル
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
シ
ン
チ
ン
ガ
ー
氏
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1
9
4
3

1
0
1
7
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
大
会

開
会
の
辞

日
本
ゲ
ー
テ
協
会
会
長

京
都
帝
大
教
授

成
瀬
清
氏

講
演 第
一
高
等
学
校
教
授

菊
池
榮
一
氏
：
「
ゲ
ー
テ
の
「
落
ち
の
び
た
人
々
の
談
話
」
」

松
江
高
校
講
師

ド
ク
ト
ル

ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
べ
氏
：
«
H
a
t
D
e
u
ts
ch
la
n
d
e
in
e
n
M
y
th
o
s
?
(
獨
逸
に
神
話
あ
り
や
？
)
»

園
頼
三
氏
：
「
美
術
に
現
れ
た
力
」

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
に
な
る
ゲ
ー
テ
の
詩
歌
独
唱
：
藤
島
晴
子
夫
人
，
ヘ
ル
タ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
夫
人

伴
奏
：
中
瀬
古
和
子
夫
人

1
0
3
0
歌
曲
の
夕
：
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
歌
曲

ア
ル
ト
独
唱
：
東
京
音
楽
学
校
教
授

リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ル
ト
夫
人

伴
奏
：
東
京
音
楽
学
校
教
授

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー
氏

1
1
1
3
京
都
帝
大
文
学
部
獨
逸
文
学
専
攻
学
生
出
陣
を
祝
し
て
キ
ョ
ル
ナ
ー
作
「
ツ
リ
ー
ニ
ー
」
終
幕
を
上
演
(
日
本
語
)

1
1
2
5
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
獨
逸
文
学
に
あ
ら
は
れ
た
印
度
の
影
響

浦
和
高
校
教
授
・
文
学
博
士

上
村
清
延
氏

1
2
1
4
映
画
の
夕
：
獨
逸
に
お
け
る
人
と
風
景

解
説
：
獨
逸
文
化
研
究
所
副
主
事

B
・
エ
ー
ヴ
ァ
ス
マ
イ
ヤ
ー
氏

1
2
1
6
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
獨
逸
精
神
と
日
本
精
神

批
判
と
比
較

東
京
商
大
教
授
文
学
博
士

吹
田
順
助
氏

1
9
4
4

2
3
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
獨
逸
浪
漫
派
の
世
界
的
意
義

京
都
帝
大
文
学
部
講
師
・
獨
逸
文
化
研
究
所
副
主
事

大
山
定
一
氏

2
1
7
音
盤
演
奏
会
「
浪
漫
派
室
内
音
楽
」
：
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
弦
楽
四
重
奏

作
品
1
2
5
番
の
1
ホ
長
調
，

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
弦
楽
五
重
奏

ヘ
長
調

解
説
：
獨
逸
文
化
研
究
所
副
主
事

B
・
エ
ー
ヴ
ァ
ス
マ
イ
ヤ
ー
氏

3
1
6
音
盤
演
奏
会
：
バ
ッ
ハ
《
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
》
1
-
6

解
説
：
獨
逸
文
化
研
究
所
主
事

ド
ク
ト
ル
H
・
エ
ッ
カ
ル
ト
氏

3
2
3
獨
逸
研
究
会
学
術
講
演
会
：
獨
逸
に
お
け
る
人
と
風
景

松
山
高
校
講
師

ド
ク
ト
ル
H
・
ビ
ョ
ル
ナ
ー
氏


